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はじめに 
ONESOURCE Import Management ソリューションは以下の目的に使用できます。  

• 輸入文書（コマーシャルインボイス、梱包明細書、荷渡指図など）を作成する 

• 政府機関の規制を遵守する 

• 輸入ライセンス要件の判別と管理 

• 取引禁止対象者のスクリーニングを自動化する 

• ブローカーと信頼できる第三者へのリモートアクセスを提供する 

• 貿易パートナーデータを場所に関係なく収集して組織化する 

• 他の ONESOURCE モジュールとの共有データを Import Management 内に保存する 

• 多くの国の適切な機関に対して輸入申告を直接行う 

このユーザーガイドは、ONESOURCE Import Management モジュールの入門書です。これは、社内、部

門間、およびさまざまなサプライチェーンの取引先との間で輸入コンプライアンスデータの保存、管理、

共有を行うために、アプリケーションで利用可能な機能をどのように使用するかについての概要を説明す

ることを目的としています。 

ナビゲーション 
ログインして [輸入] メニューをクリックすると、使用可能なオプションのリストが表示されます。画面を

開くには、画面の名前にカーソルを合わせてクリックします。 

 

 

Import Management の導入時の構成に応じて、メニューから以下の画面を利用できる場合があります。

以下のセクションでは、Import Management で使用できる各画面の概要について説明します。 

輸入ルックアップ ONESOURCE Import Management 内で情報の高レベルな概要や、より具体的

に対象を絞ったレコードやフィルタリングしたレコードを照会することがで

きます。 

輸入メールテンプレ

ート管理 

システムで利用可能なメールテンプレート（さらにはその作成、編集、削除

の機能）について説明します。 

輸入インボイステン

プレート管理 

編集、無効化、作成できる、利用可能なテンプレートに関する情報を提供し

ます。新しいインボイスは、システムに保存されたテンプレートを使用して

作成することもできます。 
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輸入ルックアップ ONESOURCE Import Management 内で情報の高レベルな概要や、より具体的

に対象を絞ったレコードやフィルタリングしたレコードを照会することがで

きます。 

輸入管理 インボイスの情報をシステムに保存します。出荷インボイスは、この画面か

ら作成、無効化、削除できます。 

分類を編集 ONESOURCE Global Classification の製品の [分類を編集] 画面へのリンクを提

供します。 

輸入検索 さまざまなパラメータ（例: アカウント番号、ステータス、出荷参照番号な

ど）で輸入を検索するツールを提供します。 

 

輸入ライセンス 
[ライセンス管理] 画面では、製品の輸入に必要な新しいライセンスを作成したり、既存のライセンスを変

更したりできます。[輸入] メニューから [ライセンス管理] を選択して開くことができます。 

システムでライセンスを検索するには、[ライセンスを検索] ドロップダウンをクリックします。必要なラ

イセンス番号を探して選択します。  

 

 

このアクションを実行すると、選択したライセンスの [ライセンスヘッダー] 情報、[許可された締結国] 情

報、[ライン品目] の詳細、[注釈] が表示されます。ユーザーは、この画面からライセンスを追加、編集、

コピー、有効化できます。 
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ライセンスの新規作成 
新しいライセンスを作成するには、[新規] をクリックします。 

 

 

[新規] をクリックすると、[新規作成] ポップアップが開きます。ライセンス番号を入力し、[保存] をクリ

ックします。 

 

 

適切な項目に情報を入力し、[保存] をクリックします。 
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新しいライセンスが保存されると、追加のタブが表示されます。必要に応じて、ライセンス情報を追加し

ます。これらのタブについては、以降の各セクションで詳しく説明します。ライセンスは、ライセンスの

作成時に輸入および/または輸出国を空白にするように設定できます。 

リロード 

ライセンス情報を前に保存した状態に戻すには、[リロード] をクリックします。 

 

 

ライセンスを有効にする 

現在のライセンスを有効にして割り当てられるようにするには、[ライセンスを有効化] をクリックしま

す。有効化されたライセンスをこれ以上編集することはできません。 

 

 

ライセンスを無効にする 

有効化されたライセンスを再度開いて変更や割り当てを行うには、[ライセンスを無効化] をクリックしま

す。すでに出荷に割り当てられているライセンスは無効にできません。 
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ライセンスを閉じる 

ライセンスの編集と割り当てを終了するには、[ライセンスを閉じる] をクリックします。期限切れのライ

センスは閉じることができません。ライセンスは、有効期限が過ぎるとシステム内で自動的に期限切れに

なります。 

 

 

ライセンスヘッダー 

[ライセンスヘッダー] タブの内容はフォームビューに表示されます。システムの設定方法によっては、こ

のタブ上の項目が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 

 

 

セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  



ONESOURCE Import Management   13 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 
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項目 

項目名の横に赤いアスタリスク（*）が付いている項目は必須項目であり、省略できません。  

 

 

ユーザーがライセンスを保存しようとしたときに、必須項目が空白の場合、以下のようなエラーメッセー

ジが画面に表示されます。 

 

 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 
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必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 

 

 

ライセンスのコピー 
[コピー] 機能を使用すると、ヘッダーと当事者情報を既存のライセンスから新しいライセンスにコピーで

きます。新しいライセンスにコピーされるヘッダー項目は、輸入国（仕向国）、輸出国、ライセンスタイ

プコード、法令/規制コードです。 
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[ライン品目] タブ、[注釈] タブ、[ライセンス文書] タブの情報はコピーされません。 

ライセンスをコピーするには、[コピー] をクリックします。 

 

 

[コピー] をクリックすると [新規作成] ポップアップが開きます。新しいライセンス番号を入力し、[保存] 

をクリックします。 

 

 

許可された締約国 
注釈: ほとんどのライセンスには、少なくとも 1 つの当事者が必要です。ただし、一部の国では、政府機

関がライセンスを発行しており、その場合は当事者は必要ありません。 

当事者レコードを追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。 
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[新規レコードを追加] をクリックすると、[ライセンスの当事者を編集] ポップアップが開きます。当事者

に関連する特定の情報を入力します。当事者（例: 最終荷受人、貨物運送企業）は、輸出ライセンスに記

載されているとおりに入力する必要があります。  

[当事者を選択] 入力補助検索機能を使用すると、リスト内の特定の当事者を検索できます。入力補助機能

は、ドロップダウンリストから特定の当事者を探したいというクライアントのニーズに合わせて設定でき

ます。 

必要なすべての当事者について、このプロセスを繰り返します。 

[保存] をクリックすると、当事者情報が保存され、さらに編集できるようにポップアップが開きます。  

[保存して閉じる] をクリックすると当事者情報が保存され、[許可された当事者] タブに戻ります。  

[X] をクリックすると、すべての変更が終了し、[許可された当事者] タブに戻ります。 

 

 

当事者レコードがシステムに保存されると、[ライセンス管理] 画面に以下の通知が表示されます。 
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許可された当事者の編集 

すでに登録されている当事者の詳細を編集するには、[許可された当事者] タブに移動し、変更が必要な当

事者を検索します。[当事者のタイプ] 列の左にある下矢印にカーソルを合わせます。 

 

 

オプションメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。  

 

 

[編集] をクリックすると、[ライセンスの当事者を編集] ポップアップが開きます。必要な変更をすべて加

えます。  

当事者を保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

当事者を保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

許可された当事者の削除 

以前に保存した当事者を削除するには、[許可された当事者] タブに移動し、削除する当事者を検索しま

す。当事者の左端の列にある矢印にカーソルを合わせます。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 
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当事者を削除するには、確認のポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

行項目 
注釈: ほとんどのライセンスでは、1 行ごとに数量（単位付き）が必要です。ただし、国によっては数量が

要求されないライセンスを政府機関が発行している場合もあります。 

[ライン品目] タブは、行、分類、単位（UOM）など、ライセンスの対象となる行を入力するために使用し

ます。 

輸入ライセンスに新しいライン品目を入力するには、[ライン品目] タブを開き、[新規レコードの追加] を

クリックします。そうすると、[ライセンスの詳細を編集] ポップアップが開きます。 

 

 

その項目に関連する情報を入力します。必要に応じて、関連する項目に対して繰り返します。 

ライン品目を保存し、さらに編集できるようにポップアップを開いたままにするには、[保存] をクリック

します。  

ライン品目を保存してポップアップを閉じるには [保存して閉じる] をクリックします。 

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 
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[ライセンスの詳細を編集] ポップアップの内容はフォームビューに表示されます。システムの設定方法に

よっては、このタブ上の項目が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  

 

そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 

 

 

項目 

項目名の横に赤いアスタリスク（*）が付いている項目は必須項目であり、省略できません。  
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ユーザーがライン品目を保存しようとした際に、必須項目が空白になっていると、以下のようなエラーメ

ッセージが表示されます。 

 

 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 
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ライン品目を編集 

既存のライン品目を編集するには、[ライン品目] タブに移動し、編集する必要のあるライン品目を検索し

ます。[ライン] 列の左にある下矢印にカーソルを合わせます。 

 

 

オプションメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。 

 
 

[編集] をクリックすると、[ライセンスの詳細を編集] ポップアップが開きます。必要な変更を加えます。 

ライン品目を保存し、さらに編集できるようにポップアップを開いたままにするには、[保存] をクリック

します。  

ライン品目を保存してポップアップを閉じるには [保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 
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ライン品目を削除 

既存のライン品目を削除するには、[ライン品目] タブに移動し、削除する必要のあるライン品目を検索し

ます。[ライン] 列の左にある下矢印にカーソルを合わせます。 

 

 

オプションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 

 
 

当事者を削除するには、確認のポップアップで [OK] をクリックします。  
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すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

関連製品 

[関連製品] サブタブは、ライン品目のグループに属する製品を入力するために使用します。 

展開して [関連製品] セクションを表示するには、展開矢印をクリックします。 

 

 

 

 

新しい関連製品の追加 

新しい関連製品を追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。  
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[ライセンス製品を追加] ポップアップで、[製品番号] ドロップダウンを使用して、ライン品目に関連付け

る製品を選択します。  

すべての製品をライン品目に関連付けるには、[適格な製品をすべて追加] をクリックします。 

 

 

製品番号の分類が、ONESOURCE Global Classification のライン品目の詳細と同じ場合、ポップアップに

は同じ分類が表示されます。  

ライン品目とライセンスの詳細を含む製品を保存するには、[+] をクリックします。必要な製品がすべて

ライン品目に関連付けられるまで繰り返します。 

製品情報を保存し、さらに編集できるようにポップアップを開いておくには、[保存] をクリックします。 

製品情報を保存して [関連製品] タブに戻るには、[保存して閉じる] をクリックします。 

すべての変更内容を破棄し、[関連製品] タブに戻るには、[X] をクリックします。 

 

 

関連製品を削除 

関連製品を削除するには、[関連製品] タブに移動し、削除する製品を探して [削除] をクリックします。 
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製品を削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

割り当て 

[割り当て] タブには、以下の項目に関する情報が表示されます。  

出荷注文番

号 

ライセンスが割り当てられた出荷へのリンク。 

製品番号 製品番号。 

数量 出荷注文番号ごとに、ライセンスを使用して出荷された製品の合計数量を表示します

数量は、ライセンスの単位（UOM）に基づいて計算されます。 

価格 出荷時に使用された製品の合計金額。 

ステータス 出荷ステータス。 

配分日 ライセンスが割り当てられた日を示す出荷日。 
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注釈: ライセンスに製品を割り当てる際、正の値を入力すると残りの値が減少し、負の値を加えると増加

します。[通貨コード] が有効になっている場合、[ライセンスヘッダー] タブの [関税マスター] 項目がこの

ポップアップに表示されます。 
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割り当てを保存すると、入力した注釈が [割り当て注釈] タブに表示されます。 

 

 

 
 

手動割り当て 

ライセンスの割り当ては、通常、出荷処理の際に行われますが、手動で割り当てることもできます。手動

割り当てでは、Import Management の既存のインボイスからは割り当てられないことに注意してくださ

い。この機能は、ユーザーが ONESOURCE Import Management の外部で行われた出荷に基づいてライセ

ンスを調整できるようにする目的で存在します。 

手動割り当てを実行するには、[割り当て] タブに移動し、[新規レコードを追加] をクリックします。 

 

 

ポップアップに割り当て情報を入力します。  

手動割り当てを保存し、ポップアップを開いたままにするには、[保存] をクリックします。  
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手動割り当てを保存してポップアップを閉じるには [保存して閉じる] をクリックします。  

変更を保存せずに取り消すには、[X] をクリックします。 

 

 

編集または削除できるのは、手動割り当てレコードのみです。  

手動割り当てレコードの編集 

手動割り当てレコードを編集するには、編集するレコードの上にカーソルを合わせます。割り当てレコー

ドの左側にある下矢印にカーソルを移動し、[編集] をクリックします。 

 

 

[ライセンスの割り当てを編集] ポップアップで必要な変更を行い、[保存して閉じる] をクリックします。 
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手動割り当てレコードの削除 

手動割り当てレコードを削除するには、削除する割り当てレコードにカーソルを合わせます。カーソルを

レコードの左にある下矢印に合わせ、[削除] をクリックします。 

 

 

レコードを削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

注釈 
[注釈] タブでは、ライセンスに記載されている条件などの追加情報を追加できます。 
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注釈を追加するには、[注釈] タブを開いてから、[新規レコードを追加] をクリックします。  

 

 

この操作により、[注釈を追加] ポップアップが開きます。[注釈タイプ] のドロップダウンから選択しま

す。下のテキストボックスに具体的な情報を入力し、[保存] をクリックします。 

 

 

注釈が正常に保存されると、以下の通知が画面の上部に表示されます。 

 

 

監査ログ 
[監査ログ] は、ライセンスが有効化された後、以下のデータを追跡します。 

• ライセンスの有効化（有効化時の残りの値、初期割り当て） 
• すべてのヘッダー項目の変更 
• すべての当事者レコードへの変更（新規ライン品目や削除を含む） 
• ライン品目項目への変更（新規ライン品目や削除を含む） 
• ライン品目への製品の追加と削除 
• 減少（初期の数量/価額残りの数量/価額と結果の数量/価額） 
• 減少反転（出荷の未処理から） 
• ライセンス期限切れ 
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ライセンス文書 
[ライセンス文書] タブでは、ONESOURCE システムで追跡されているライセンスに文書を添付する機能が

あります。  

文書を追加するには、[ライセンス文書] タブ、に移動し、[文書を追加] をその後クリックします。 

 

 

アップロードする文書のタイプ（.pdf、.doc など）を入力します。[参照...] をクリックしてアップロード

するファイルを選択します。  文書を選択したら、[この文書を追加] をクリックして、選択した文書をラ

イセンスに添付します。 

 

 

添付された文書へのハイパーリンクが [ファイル名] 列に表示されます。 
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アップロードした文書をライセンスから削除するには、[削除] 列の [X] をクリックします。 

 

 

輸入メールテンプレート管理 
[メールテンプレートの編集] 画面は、ONESOURCE Import Management システム内で使用可能なメールテ

ンプレートを作成、編集、削除するために使用します。この画面を開くには、[輸入] メニューから [輸入メ

ールテンプレート管理] を選択します。ユーザーは、リスト済みテンプレートをフィルターおよび並べ替

えできます。 

 

 

メールテンプレートの作成 
新規のメールテンプレートを作成するには、[新規] をクリックします。 
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[新規] をクリックすると空の E メールのポップアップが開きます。以下の項目とテキストボックスに情報

を入力し、メールテンプレートを作成します。  

 

 

添付ファイル 

[添付ファイル] の左にある矢印をクリックすると、メールテンプレートに添付できる文書の一覧が開きま

す。 

 

 

文書を添付するには、文書名の左側にあるボックスをオンにします。 

 
 

すべての文書を追加するには、[文書] の左側にあるボックスをオンにします。 
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コードスニペット 

[コードスニペットを挿入 ] ドロップダウンからコードスニペットを選択すると、そのコードスニペットが 

E メール本文に挿入されます。E メール送信時には、「@PRODUCTLIST@」の代わりに、関連/検索され

た情報（例: その出荷ごとの製品リスト）が表示されます。各項目にすべての情報を入力したら、テンプ

レートが完成したことを確認し、[保存] をクリックします。 

 

 

保存したテンプレートが、使用可能なメールテンプレートとして表示されます。 

 

 

輸入インボイステンプレート管理 
[輸入インボイステンプレート管理] 画面は、インボイスを作成および編集するために使用します。テンプ

レートは、インボイスのデータの大部分が静的で、出荷ごとに変更する項目が少ない場合に便利です。こ

の画面にアクセスするには、[輸入] メニューから [輸入インボイステンプレート管理] を選択します。 

 

 

既存のテンプレートを開くには、[出荷を検索] ドロップダウンからテンプレートを選択します。このドロ

ップダウンには先行入力機能があり、特定のテンプレートを簡単に見つけることができます。 



ONESOURCE Import Management   37 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

テンプレートの作成 
ユーザーは、新しいテンプレートを作成することも、既存のテンプレートをコピー/変更することもでき

ます。いずれの場合も、[新規] をクリックし、[新規作成] ポップアップを開きます。 

 

 

 

 

テンプレートの新規作成 

[テンプレート管理] 画面で [新規] をクリックすると、[新規作成] ポップアップが表示されます。このポッ

プアップでは、新しいテンプレートを作成したり、既存のテンプレートを変更したりできます。 

新しいテンプレートを作成するには、[新規] ラジオボタンをオンにします。次に、輸出国と輸入国を入力

し、テンプレート名を入力して [保存] をクリックします。 
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既存のテンプレートのコピーの変更 

[テンプレート管理] 画面で [新規] をクリックすると、[新規作成] ポップアップが表示されます。このポッ

プアップでは、新しいテンプレートを作成したり、既存のテンプレートを変更したりできます。 

既存のテンプレートをコピーして変更するには、[テンプレートから] をクリックします。コピーするテン

プレートを選択し、必要な変更を加えて、[保存] をクリックします。  

 

 

保存する前にテンプレート名を変更することを強くお勧めします。そうすることで、テンプレート名の重

複入力を防ぐことができます。 

 
 

フォーム 

一部のタブ（例: [ヘッダー]）はフォームビューに含まれています。システムの設定方法によっては、フォ

ームタブ上の項目が、灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  

 

 

そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 
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項目 

項目名の横に赤いアスタリスク（*）が付いている項目は必須項目であり、省略できません。ユーザーが

ライセンスを保存しようとしたときに必須項目が空白の場合、画面上にエラーメッセージが表示されま

す。 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 

 

 

テンプレートの検証 
テンプレートの情報は検証できます。たとえば、テンプレートの HS 番号が無効であったり、その他の検

証に不合格だったりする場合、テンプレートのステータスは [（保留）] に変わり、[システムメッセージ] 

タブに検証の警告が表示されます。 

検証は設定可能で、実装プロセス中にテンプレートレベルでオン/オフを切り替えることができます。 
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輸入管理 
[テンプレート管理] と [インボイス管理] の画面は共通のレイアウトを使用し、コア機能を共有していま

す。このセクションでは、両方の画面の機能について説明します。画面に固有の差異がある場合は、その

旨を記載いたします。輸入インボイスのデータは、テンプレートを使用して手動で入力することも、イン

ターフェイスを使用して事前に入力することもできます。データの入力方法にかかわらず、画面の使用手

順は同じです。システム上の有効なすべてのインボイスが [出荷を検索] ドロップダウンリストに表示され

ます。 

既存のインボイスを選択するには、先行入力機能を使用して、[出荷を検索] 検索ボックスで出荷を検索し

ます。 

 

 

新しいインボイスを作成するには、[新規] をクリックします。 

 

 

新しい出荷を作成するには、[新規] をクリックします。次に、輸出国と輸入国を選択します。出荷注文番

号を入力し、[保存] をクリックします。ONESOURCE Import Management 内で自動順序付けがオンにな

っている場合、出荷注文番号は表示されませんが、出荷の作成時に自動生成されます。  
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選択したテンプレートをロードするには、[テンプレートから] をクリックします。  

[テンプレート] ドロップダウンからテンプレートを選択します。変更を加え、新しいインボイスとして保

存できます。設定すると、ユーザーは、[出荷注文番号] （ユーザー定義の参照番号）を入力することもで

きます。ERP インターフェイスでは、大部分のデータがあらかじめ入力されています。 

 

 

インボイスを選択すると、[Import Management] 画面に最大 13 個の標準タブが表示されます。タブの正

確な数は、システムメッセージやクライアント固有の設定によって異なります。各標準タブの説明は以下

のとおりです。 

また、処理済み出荷には、出荷ステータスと処理日時の両方を示すステータスメッセージも含まれます。 
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コマンドボタン 
これらのボタン（ナビゲーションバーの下）は、以下のように特定のアクションを呼び出します。 

新規  インボイスを最初から、またはテンプレートを元に作成します。 

保存して検証  インボイスに加えた変更や更新をすべて保存します。保存後、システムはインボイス

をクロスチェックし、入力されたデータが正しいかどうかを判断します。 

テンプレートと

して保存   
現在のインボイスから今後使用するためのテンプレートを作成します。 

リロード  インボイスのすべての項目に、最後に保存された情報を入力します。 

無効  インボイスをキャンセルし、ステータスを [無効] に変更します。無効にするために

は、[無効理由] と [無効の説明] を入力する必要があります。

 
 

出荷が無効になると、[無効理由] および [無効の説明] は、出荷に関連付けられた注釈

として挿入され、永続的に保存されます。無効になったインボイスを取得すると、

[Import Management] 画面に [再有効化] ボタンが表示されます。[再有効化] をクリ

ックすると、無効が解除され、必要に応じてインボイスの処理や編集が可能になりま

す。 

文書をプレビュ

ー 
システムで生成されたドラフト文書をレビュー用に作成します。 

出荷を処理 インボイスに加えられた変更と更新を保存します。[出荷を処理] の段階では、以下の

アクションが実行されます。 

• インボイスのデータをすべての可能な検証にかける 
• インボイスに関連するライセンス/PO を減らす 
• 文書を生成する 
• インボイスの状況を設定する 
• インボイス項目と PGA 項目をロックする 
• 転記または転送用にインボイスを準備する 

ALUMINUM 
SMELT AND 
CAST（アルミ

ニウム製錬およ

び鋳造) 

アルミニウム製錬および鋳造 設定されている場合、このアクション ボタンを使用し

て、米国へのアルミニウム輸入に必要なアルミニウム製錬および鋳造レポート要件を

入力できます。 

クラフト飲料現

代化税制改革法

（CBMA） 

システムが CBMA 処理用に構成されている場合は、モーダル ポップアップを介して

追加のデータ要素を品目の詳細に適用できます。 

鉄鋼の溶解・鋳

造 
このアクションボタンが設定されている場合、232 条の要件に従って、米国への鉄鋼輸入に必

要な鉄鋼の溶解・鋳造国の報告データを入力することができます。 

上書きして処理 出荷に保留の検証がある場合、このボタンをクリックすると上書きできます。 
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新規  インボイスを最初から、またはテンプレートを元に作成します。 

最終化 出荷を [転記済み] としてマークし、出荷可能な状態にすることで、それ以上の編集

を防ぎます。 

転記を取り消す 転記済みの出荷のロックを解除します（このコマンドはセキュリティグループによっ

て制限されています）。 

終了 ONESOURCE Import Management を終了します。 

 

出荷を処理 

 

出荷を処理するには、[出荷を処理] をクリックします。 

 
 

その後、出荷は処理のためにキューに入れられ、画面上には出荷がキューのどこにあるかを示す以下のメ

ッセージが表示されます。 

    

 

インボイスの処理が正常に完了すると、[出荷を処理] コマンドボタンが [出荷処理を取り消す] に変わりま

す。 

 

 

上書きして処理 

保留の検証付きの出荷を上書きするには、[上書きして処理] をクリックします。  
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ポップアップが表示され、続行する前に注釈の入力を求められます。[上書き理由] を選択して注釈を作成

し、[送信] をクリックして続行します。 

 

 

注釈: 上書きされたメッセージは、[保留の上書き] として出荷に永続的に保存されます。 
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最終化 

[転記] をクリックすると、完了したインボイスがロックされ、以降の編集ができなくなります。 

 

 

次に進む前に、[出荷を転記] ポップアップが開き、転記の確認が求められます。[送信] をクリックして続

行するか、[X] をクリックしてキャンセルして閉じます。 

 

 

他のモジュールとの統合 

インボイスが処理された後、直接申請ソリューション（例: Automated Broker Interface）などの他の 

ONESOURCE モジュールを使用するように設定されたクライアントは、これらの他のモジュールのユーザ

ーガイドに記載されているように、輸入申告の申請を続行できます。 

転記を取り消す 

[転記を取り消す] をクリックすると、転記したインボイスがロック解除され、さらに編集できるようにな

ります。この機能は、セキュリティグループ権限に関連して設定されます。詳細と手順については、シス

テム管理者にお問い合わせください。 

 

 

[出荷の転記を取り消す] ポップアップで、出荷の転記を取り消すための説明を入力します。[送信] をクリ

ックして続行するか、[X] をクリックしてキャンセルして閉じます。 
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別の出荷を選択 
[Import Management] 画面では、出荷を切り替えることができます。別の出荷に切り替えるには、[現在

の出荷] 項目の右側にある虫眼鏡アイコンをクリックします。 

 
 

このアイコンをクリックすると、[出荷を検索] ドロップダウンが表示されます。ドロップダウンをクリッ

クし、希望する出荷番号を入力します。このドロップダウンには、検索に役立つ入力補助機能がありま

す。ドロップダウンリストに目的の出荷が表示されたら、その出荷をクリックします。画面が更新され、

新しく選択された出荷が表示されます。 

 
 

システムメッセージ 
[システムメッセージ] タブには、保留メッセージまたは情報メッセージがインボイスとともに表示されま

す。システムメッセージは保留または情報のメッセージタイプにグループ化されます。 

保留 このメッセージタイプは、インボイスが次の処理ステップに進む前にクリアする必要が

ある検証エラーを示します。 

情報 このメッセージタイプは、ユーザーが知っておくべき重要度の低い通知を示します。 
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メッセージタイプ グループ内の項目を参照すると、選択したシステムメッセージに対応する適切な項目へ

のリンクが表示されます。このリンクをクリックすると、ライン品目の [詳細の編集] ポップアップが開き

ます。 

 

 

[詳細を編集] ポップアップで [保留/情報メッセージを表示] をクリックすると、システムメッセージの概

要が表示されます。[X] をクリックするとポップアップが閉じ、[システムメッセージ] タブに戻ります。 
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通貨換算 

Import Management の標準通貨換算機能を使用するように設定されているクライアントの場合、インボ

イスが保存される（[保存] をクリックする）と、各ライン品目詳細の商品価値は、ONESOURCE Global 

Trade Content が提供する換算レートを使用して、元の通貨から税関（申告）通貨に換算されます。 

元の関税の通貨コードとヘッダーの通貨コードが同じ場合、または元の関税値が 0 の場合、変換を行う必

要はなく、システムはこの手順をスキップします。 

為替レートが見つからない場合、[保留] メッセージが生成されます。 

 

 

検出された為替レートが 15 日より古い場合、警告メッセージが生成されます。 
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コンテンツの管理規制 

輸入出荷の詳細行を ONESOURCE Global Trade Content データと照合して検証し、特定の出荷シナリオに適用される

可能性のある管理規制をチェックできます。この検証手順では、以下のことが可能になります。 

1. 輸入品が政府の管理規制の対象となる可能性がある状況をより明確に把握する 
2. すべての適切な規制措置（たとえば、ライセンスの利用、追加の申告書の提出要素の記入、および/ま

たは書類の提出）が適時に実施されていることを確認しやすくする 

輸入出荷を検証する際は、ほとんどの場合、システムは出荷に関する輸出国と輸入国、さらには各詳細行の HS 分類

を、コンテンツの管理規制内のデータと比較します。HS 分類/輸出国/輸入国の組み合わせが、可能性のある管理規制

と一致する場合、[システムメッセージ] タブに [コンテンツの管理規制] 保留メッセージが表示され、出荷が保留されま

す。管理規制を含む HS 番号ごとに 1 つのメッセージが表示され、HS 番号に含まれる管理規制の数が示されます。  

管理規制の詳細については、HS 番号をクリックしてください。  

 

 

展開されたテキストに追加情報が表示されます。[詳細情報] リンクをクリックすると、特定の管理規制に

事前にフィルターされた ONESOURCE グローバル関税（クイックルックアップ）への別のブラウザタブ

が開きます。  
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アンチダンピング（ADD）または相殺関税（CVD）管理規制を検証する場合、システムは出荷の輸入国、

各詳細行の仕向国と HS 分類をコンテンツの管理規制内のデータと比較し、ADD/CVD 管理規制が適用さ

れるかどうかを判断します。  

 

 

システムメッセージの並べ替え/フィルタリング 

ユーザーは、メッセージタイプ内の列名をクリックして、システムメッセージを並べ替えたり、フィルタ

リングしたりできます。  
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高度なフィルターオプションを使用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

メッセージは、日付、メッセージ、メッセージタイプ、レコードタイプ、または保留フラグでグループ化

できます。  

 

グループ条件の適用 

グループ条件を適用するには、列名の上にカーソルを合わせ、列名をグループバーにドラッグします。ユ

ーザーは必要な数のグループ条件を追加できます。  
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また、グループはサブグループで構成することもできます。左端にあるグループの展開矢印をクリックす

ると、指定したタイプ内のすべての一致が表示されます。 

 

 

 

 

グループ条件の削除 

グループ条件を削除するには、グループ条件名の右側にある [X] をクリックします。 
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ヘッダー 
ヘッダー情報とは、インボイス全体に関わる最上位レベルのインボイスデータです。この情報は、[ヘッダ

ー] タブで表示および編集できます。[ヘッダー] タブに表示される項目は、クライアントのニーズに合わ

せて設定されます。補足項目も追加できます。項目のタイプと表示される名前は変更でき、項目の順序は

実装中に変更できます。 

 

 

[ヘッダー] タブの内容はフォームビューに表示されます。システムの設定方法によっては、このタブ上の

項目が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  
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そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 

 

 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 
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当事者 
[当事者] タブには、インボイス/輸送取引に関連するすべての企業または個人が表示されます。このタブに

は、一般的な輸入に関連するさまざまな当事者タイプ（輸入者、販売者、出荷先、貨物運送企業など）の

サブタブがあります。 

クライアントのニーズに合わせて、[当事者] サブタブを非表示にすることもできます。これらのサブタブ

はそれぞれ同じように機能します。企業情報は手動で入力することも、ドロップダウン項目から取得する

こともできます。 

ドロップダウン項目の企業情報は、ユーザーのドロップダウンセクション（画面右上）の [保守] メニュー

の下にある [企業情報管理] テーブルから取得されます。これらのドロップダウンには、検索に役立つ入力

補助機能があります。  

[企業情報管理] テーブルの詳細については、このユーザーガイドの「企業情報管理」セクションをご覧く

ださい。 

出荷から [企業情報管理] テーブルに当事者を追加するには、[企業を追加] をクリックします。  

 
 

この操作を行うと、企業に関する詳細情報を要求するポップアップが表示されます。企業 ID、ユーザー

名、企業タイプ、および利用可能な詳細情報を入力します。完了したら、[完了] をクリックします。 
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企業がすでに存在する場合、既存のレコードを更新するか、既存の企業レコードの新しい住所として保存

するか、上書きして新しい企業として保存するかを選択する必要があります。選択が完了したら、[完了] 

をクリックし、保存して閉じます。 

 

 

[企業を選択] 項目には、入力補助機能があります。ユーザー名の入力を開始します。候補となる結果が表

示されます。 

 
 

コピー元 

設定次第では、当事者のタイプ間でも企業情報をコピーできます。この機能は、出荷が処理されると無効

になります。 
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ユーザー名を選択すると、一次住所と連絡先情報が詳細項目に自動的に入力されます。  
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住所情報の変更 

住所の詳細を変更するには、以下のように、[住所情報] 項目の内容を手動で変更するか、[住所を選択] ド

ロップダウンから別の住所を選択します。ユーザー名を選択すると、連絡先の詳細項目に連絡先情報が自

動的に入力されます。  

 

 

連絡先の詳細の変更 

連絡先の詳細を変更するには、以下のように、[連絡先情報] セクションを手動で変更するか、[住所を選

択] ドロップダウンから別の連絡先を選択します。 

 

 

取引禁止対象者のスクリーニング 
Import Management では、ONESOURCE 取引禁止対象者のスクリーニング（DPS） ソリューションを使

用して、各 [当事者] サブタブに当事者、別のスクリーニング結果を表示します。サプライチェーンパート

ナーの DPS スクリーニング結果を輸入プロセスの初期段階からレビューすることにより、企業は罰則や

規制による遅延の可能性からもたらされるリスクを最小限に抑えることができます。 

スクリーニングの対象となる当事者は、実装時に決定および設定され、クライアントによって異なりま

す。以下のように、いくつかの DPS ステータスメッセージが表示される場合があります。 

この当事者は Import 

Management の一部

としてスクリーニング

されていません 

当事者がスクリーニングの対象として設定されていません。 

クリア スクリーニング後、当事者にヒット/ブロックがありません。 
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この当事者は Import 

Management の一部

としてスクリーニング

されていません 

当事者がスクリーニングの対象として設定されていません。 

ブロック スクリーニング後、当事者にヒット/ブロックがあります。「ブロック済み

の例」を参照してください。 

上書き スクリーニング後、当事者にヒット/ブロックがありましたがユーザーが当

事者をクリアしました。「上書きプロセス」を参照してください。 

 

注釈: [出荷注文番号] は、その出荷の関連する DPS の過去の結果とともに保存されます。これは、ユーザ

ーにとって便利な監査またはレポート機能です。  

 

ブロック済みの例 

DPS の検索結果が見つかった場合、結果情報を表示するグリッドには、拒否された当事者に関する基本的

なエンティティ情報と、[詳細] および [Web サイト]という  2 つのハイパーリンクが表示されます。 

詳細 取引禁止対象者のリストに関して、ONESOURCE が申請に保持しているすべてのデータを含

む新しいポップアップを開きます。この情報は、さまざまなリストから収集され、取引禁止

対象者をリストするエージェントから提供された情報を直接反映します。提供されたデータ

は、以下のサブチャプターに記載されている 6 つのタブ内の [詳細] 画面に表示されます。 

Web サ
イト 

取引禁止対象者がリストされているエージェントへの直接のリンクを提供します。 

スコア 各結果の重大度を示します。スコアリング機能の詳細については、「取引禁止対象者のスク

リーニング ユーザーガイド」を参照しでください。 
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規制の詳細 

組織 取引禁止対象者リストにエンティティを掲載したエージェント。 

リスト名  エンティティが表示されたリストの名前（およびハイパーリンク）。 

提示された行動方針 特定のエンティティに対して、どのようなアクションを取るべきか、または

次に何をすべきか。 

組織の電話番号 リストを公表/管理する組織に連絡する方法。 
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別名 

名前タ

イプ 

エンティティに関連付けられた主要名または別名（A.K.A） 

名前 エンティティリストに表示される名前 

 

 

住所 

[住所] タブには、エンティティの検証済み住所のすべての部分（住所、市区町村、都道府県、郵便番号、

国）が表示されます。住所の国が、国全体の制裁または地域全体の制裁の対象となっている当事者は、

DPS でヒットします。[任意の住所] および [任意の市区町村] は、制裁対象の国や地域内のすべての住所や

都市に制裁が適用されることを示します。 

制裁措置の詳細については、『ONESOURCE 取引禁止対象者のスクリーニング ユーザーガイド』を参照

してください。 

 

 

理由 

[理由] タブは、エンティティが拒否リストに登録された理由を示します。このタブに複数の理由が表示さ

れている場合、最新の変更は緑色のドットで示されます。緑色の点の上に移動すると、変更された日時の

スタンプが表示されます。 

理由 公式文書の巻/版によって定義されている、エンティティが取引禁止対象者である理

由。公式文書へのハイパーリンク。 

備考 公式文書または実行すべきアクションの概要。 

日付 理由が確定した日付。 
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理由 公式文書の巻/版によって定義されている、エンティティが取引禁止対象者である理

由。公式文書へのハイパーリンク。 

有効期限 一部の文書には、拒否レコードに適用される有効期限があります。文書は期限切れにな

りますが、レコードは期限切れになりません。 

 

 

例外 

例外 主要文書から例外のタイトルを指定します。例外へのハイパーリンク（ある場合）が

表示されます。 

説明 例外の説明。 

To Do 例外がスクリーニングの当事者に要求するアクション 

発効日 例外がいつ開始されるかを示します 

有効期限 例外が終了するタイミングを示します 
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追加詳細 

エンティティ

の備考 

拒否レコードからの追加コメント。 

誕生日 拒否された人の生年月日。 

説明 拒否された人の身体的特徴。 

報酬 拒否された人物の逮捕につながる情報に対する金銭的な補償。 

エンティティ

タイプ 

レコードを個人またはエンティティ（企業、グループ、組織など）として識別しま

す。 

制裁措置プロ

グラム 

制裁国の略称を示します。 
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オーバーライドプロセス 

取引禁止対象リストの対象にオーバーライドした日時よりも後の有効期限がある場合は、システムにより当事者

はブロックされてしまうため、オーバーライドを再検証しなければなりません。システムでは 2 つの異なるオー

バーライドを実施することができます。 

Shipment 
（出荷） 

ある特定の出荷に関して対象を削除します。この対象に再度出荷する場合は、対象は

「Blocked（ブロック済）」と表示されます。 

Global 
（グローバ

ル） 

会社レベルで対象を削除します。この対象に再度出荷する場合は、対象は「Overridden
（オーバーライド済）」と表示されます。これ以降の出荷はブロックされません。 

 

オーバーライドを実施するには.  

1. 「Type（種類）」の横の「Shipment（出荷）」または「Global（グローバル）」をクリックします。  

「Shipment（出荷）」 を選択すると、現在の集荷のブロックのみをオーバーライドします。  

「Global（グローバル）」を選択すると、対象レベルでブロックをオーバーライドし、今後の出荷およびスク

リーニングすべてをオーバーライドします。 
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注記：当事者のフィールドをグリッド内で変更する場合は、グローバルオーバーライドはデータが一致しな

いため現在の 

出荷のみをオーバーライドします。 

2. 「Reason（理由）」ドロップダウンから選択肢を選び、「Notes（注記）」フィールドに理由を入力で

きます。 

 

 

3. 「Submit Override（オーバーライドを送信）」をクリックします。オーバーライドする際は常に

「Notes（注記）」フィールドに理由を入力しなければなりません。 

オーバーライドがうまくいけば、DPS ステータスは「Overridden（オーバーライド済）」へと変わります。オ

ーバーライドの詳細を見るには、「Overridden（オーバーライド済）」リンクをクリックして事前に選択した

対象の情報を見ることができる「DPS Management（DPS 管理）」画面を開きます。オーバーライドの注記を

見るには、「View Notes & Documents（注記と文書を表示）」をクリックします。 

 

 

そうすれば「Search Notes（注記を検索）」ポップアップの「Notes（注記）」タブに注記が表示されます。 
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詳細 
[詳細] タブには、すべての部品レベルの詳細（例: 製品番号、製品説明、取引数量、単価、総費用、関税

番号）が保存されます。 

タブ項目はクライアントのニーズに合わせて設定でき、記録された詳細がクライアントのビジネス要件に

確実に適用されます。 

これらの項目に対応するデータは、後述の [新規レコードを追加] または [編集] 機能によって挿入されま

す。[詳細] タブには、データセット間を容易にナビゲーションできるようにさまざまな機能が用意されて

います。 

ナビゲーション

矢印 

レコードのページ間を移動するために使用します。  

矢印の間には、現在表示されているページが数字で記されます。一重矢印はページ

間を移動します。棒状の矢印は、レコードの先頭/最後のページに移動します。 

ページサイズ ページごとに表示できるレコード数を制限／拡大します。 

# ページの # 個

の品目 

グリッド内のすべてのレコードの量的な概要。ページの右下に表示されます。 

スクロールバー 表示されているポップアップ以外の列を表示するために用意されています。左から

右、または上から下に移動できます。 
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新しい詳細を追加 

新規の詳細レコードを追加するには、[新規追加] をクリックします。 

 

 

この操作により、空白の [詳細の編集] 画面が開きます。[行の詳細を編集] ポップアップの内容がフォーム

ビューに表示されます。システムの設定方法によっては、このタブ上の項目が灰色のバーで表示されるよ

うにセクションに分割される場合があります。 
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通貨換算 

[通貨換算] はオプションの標準機能で、ユーザーはインボイスの各ライン品目の関税値を元の通貨から税

関（申告）通過に変換して保存できるようになります。この機能により、税関アナリストは、報告する必

要がある準拠通貨に値を簡単に変換できます。 

この機能に使用される為替レートは ONESOURCE Global Trade Content 製品内で管理され、提供されま

す。これにより、企業はインボイスに使用されているレートが有効なソースからのものであり、定期的に

更新されていることを確信できます。 

通貨換算が使用可能になっている場合は、[詳細を編集] ポップアップに表示される以下の追加項目を設定

できます。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  

 

 

そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 
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項目 

項目名の横に赤いアスタリスク（*）が付いている項目は必須項目であり、省略できません。  

 

 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 
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[製品を選択] 項目に部品番号または部品説明を入力します。[製品を選択] には先行入力機能があり、

ONESOURCE Global Classification から情報を取得するように設定できます。  

製品が見つかったら、ドロップダウンから選択します。 

 

 

[詳細を編集] 内のその他の項目は、クライアント企業のニーズに基づいて設定可能であるため、異なる場

合があります。追加情報を入力してレコードを完了します。 

レコードを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。[詳細] 画面に、新

しく追加したレコードが表示されます。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

自動車ライセンスのオフセットフィールド 

[自動車ライセンスのオフセット] フィールドでは、輸入出荷内の個々の明細行にオフセットライセンスコ

ードを入力することができます。このフィールドは [新しい詳細を追加] と [詳細を編集] で使用できます。 
 
この機能は、CBP のオフセットライセンス処理をサポートするために導入されており、輸入業者は、商務

省から付与されたライセンスを適用して、適格な輸入品に対する輸入関税額を削減または調整することが

できます。  

オフセットライセンスコードは、次の特定の形式に従います：合計 7 文字（英字 1 文字後に数字 6 文

字）。 
 
重要：[自動車ライセンスのオフセット] フィールドは、アカウントで構成されている場合にのみ表示され

ます。このフィールドが表示されない場合は、システム管理者に連絡して有効にしてもらってください。  

 

一度入力されると、該当する明細行にオフセットライセンスコードが関連付けられ、輸入申告の一部とし

て CBP に送信されます。 
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詳細を編集 

[詳細] タブの各レコードの左側には、下矢印があります。この矢印の上にカーソルを合わせると、 

• 編集 
• ライセンスの管理 
• コピー 
• 削除 

システムの設定によっては、追加のオプション（例: [ライセンスの管理]、[子レコードを追加]、[PGA を管

理]）を利用できる場合があります。 

 
 

詳細レコードの編集 

詳細レコードを編集するには、編集するレコードを選択し、そのレコードに対応する下矢印の上にカーソ

ルを合わせます。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。 
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[編集] をクリックすると、[詳細を編集] ポップアップが開きます。必要な変更をすべて加えます。  

レコードを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

[保留/情報メッセージを表示] をクリックすると、インボイスに関連するシステムメッセージの概要が [詳

細を編集] ポップアップの上部に表示されます。 

 

 

特定のセキュリティグループが [詳細を編集] データを表示できないように詳細を設定できます。ユーザー

がアクセス権を持つセキュリティグループに属していない場合、以下の検証メッセージが表示されます。 
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輸出と輸入 HS 番号のリンク 

 

 

[輸出 HS 番号] または [輸入 HS 番号] リンクをクリックすると、ONESOURCE Global Trade Content の [グ

ローバル関税] 画面の対応する HS 番号へのリンクを含む新しいウィンドウが開きます。  

 

 

[輸出 HS 番号] または [輸 HS 番号] の右側のアイコンをクリックするとポップアップが開き、[グローバル関税] 画面か

ら詳細が表示されます。  

 

 

レコードを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 
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文書を添付 

ライン品目に添付する必要のある文書が関連付けられている場合、行レベルでこれを実行できます。文書

を追加するには、表示するレコードを選択します。[行番号] 列の左にある矢印の上にカーソルを合わせ、

[文書を添付] をクリックします。 

 
 

[文書を添付] をクリックすると、[文書を追加] ポップアップが開きます。[文書タイプ] ドロップダウン

で、ライン品目に添付する文書のタイプを選択します。[ファイルの選択] をクリックして、ローカルコン

ピュータからアップロードするファイルを検索します。ファイルを選択したら、[この文書を追加] をクリ

ックしてファイルをライン品目に添付します。 

 
 

これで、文書がライン品目に添付されます。左端の展開矢印をクリックすると、ライン品目に関連付けら

れたサブタブが表示されます。添付文書はすべて [文書] タブに表示されます。 
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文書をローカルドライブに保存するには、[ダウンロード] をクリックします。 

ドキュメントを電子的に送信するには、[E メール] をクリックします。E メールの件名、本文、受信者を

入力するポップアップが開きます。文書を送信するには、ポップアップの下部にある [E メール送信] をク

リックします。 

 
 

添付文書を削除するには、[X] をクリックします。確認のポップアップが表示されます。OK をクリック

し、文書の削除を確認します。 

 
 

ライセンスの管理 

輸入ライセンスに対して申告するために出荷されたライン品目のライセンスが [ライセンス管理] に保存さ

れている場合、ユーザーは [ライセンスの管理] 機能を使用して、どのライセンスを減少するか指定できま

す。  

この機能を開くには、表示するレコードを選択し、左側の対応する下矢印にカーソルを合わせます。オプ

ションメニューが表示されたら、[ライセンスの管理] をクリックします。 
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この機能には、[ライセンスの管理] をクリックして、[詳細の編集] ポップアップからアクセスすることも

できます。 

 

 

[ライセンス割り当て] 画面には、使用可能なすべてのライセンスが表示されます。割り当てる数量を入力

し、[保存して閉じる] をクリックします。[基本数量] および [基本値] 項目を使用して、インボイスから金

額を自動入力することもできます。 

 

 

通貨換算 

一部のライセンスは、最終的に商品が請求される通貨で発行されますが、必ずしもそうとは限りません。

通貨換算機能を有効にすると、インボイスまたはライセンスの税関（申告）値とは異なる商品価値を保持

し、表示する機能がサポートされます。  

インボイスに [関税課税価格] と [商品価値] の両方の項目を含めることで、関税課税価格と商品価値が異な

る場合の管理が容易になり、サプライヤーとの取引とは異なる価値を税関に報告する必要がある場合も、

すべての規制遵守要件を確実に満たすことができます。 

通貨換算が有効な場合、以下の項目が表示されます。 
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通貨コードに対応する為替レートが見つからない場合、ライセンスの割り当てができず、画面にエラーメ

ッセージが表示されます。 

 

 

換算係数 

基本数量（例: 取引量、合計数量）が異なる数量または値を使用してライセンスが追跡管理されている場

合、[換算係数] を使用してライセンス可能な金額を計算できます。  

[換算係数] 項目を表示するには、[換算係数を表示] をクリックします。 
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基本数量項目と基本値項目を選択した後、換算係数を入力し、ライセンス可能な数量と値を計算できま

す。 

 

 

不足しているライセンス 

[不足しているライセンス] 項目を表示するには、[不足しているライセンス] をクリックします。システム

は、すべてのライセンスをそれぞれのインボイスと比較します。これにより、2 つのレコード間で必要な

データが欠落しているか矛盾しているかを確認できます。 

 

 

[不足しているライセンス] をクリックすると、[ライセンスを選択] ポップアップが開きます。続行するに

はライセンスを選択します。 
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ライセンスを選択すると、[詳細] タブ、[ヘッダー] タブ、[当事者] タブの比較情報が新しいポップアップ

ウィンドウに表示されます。ここから、ユーザーは [インボイス] 画面のヘッダーレコードと当事者のレコ

ードを更新できます。このポップアップから 1 つ以上の詳細を更新できない場合、画面に検証メッセージ

が表示されます。 

 

 

[選択済みライセンスを編集] をクリックし、インボイスに必要な変更を加えます。これらの変更を保存し

たら、[ウィンドウをリフレッシュ] をクリックします。 
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更新が成功すると、以下の検証メッセージが表示されます。 

 

 

ユーザーがインボイスを更新すると、ライセンスが割り当てられます。 

 

 

無効な割り当てと警告メッセージ 

割り当てが無効な場合、レコードの [ライセンス番号] 項目の隅に警告アイコンが表示されます。このアイ

コンにカーソルを合わせると、検証エラーの詳細が表示されます。 

検証メッセージは、選択したライセンスが出荷時の仕様（当事者、製品、日付など）と一致していないこ

とを示します。出荷またはライセンスを更新する必要がある場合や、別のライセンスを使用する必要があ

る場合、メッセージを活用してトラブルシューティングできます。 
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有効な割り当て（ライセンス割り当て） 

割り当てが有効な場合、[詳細] タブの [ライセンス割り当て] サブタブに以下のように表示されます。  

通貨換算が有効な場合、以下の項目が表示されます。 

 

 

子レコードを追加 

子レコードの作成を使用するようにシステムが設定されている場合、[子レコードを追加] オプションが表

示されます。 

子レコードを追加するには、新しい搬入の親レコードとなるライン品目を選択します。左側の下矢印にカ

ーソルを合わせます。オプションが表示されたら、[子レコードを追加] をクリックします。 
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[子レコードを追加] をクリックすると、空白の [詳細を編集] ポップアップが開きます。 

 

 

[製品を選択] 項目に、部品番号または部品説明を入力します。[製品を選択] には先行入力機能があり、ONESOURCE 

Global Classification から情報を取得するように設定できます。 
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ポップアップ内の他の項目を使用して、子レコードに関する詳細情報を入力します。  

子レコードを保存し、さらに編集できるようにポップアップを開いたままにするには、[保存] をクリック

します。  

子レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

すべての変更内容を破棄し、[詳細] タブに戻るには、[X] をクリックします。 

子レコードが存在する場合、左端の展開矢印をクリックして親の詳細を展開できます。 

 

 

[>] をクリックすると、詳細の下に [ライセンス割り当て]、[子製品詳細]、[PGA] の各タブが表示されま

す。子レコードの詳細を表示するには、[子製品詳細] タブを開きます。子レコードの左側（[子製品詳細] 

タブ内）には下矢印があります。  

 

 

この矢印の上にカーソルを合わせると、[編集] および [削除] の選択セットが表示されます。 
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子レコードを編集 

既存の子レコードを編集するには、編集するレコードを選択します。そのレコードの [行番号] 列の左にあ

る下矢印にカーソルを合わせ、[編集] をクリックします。  

 

 

[編集] をクリックすると、[詳細を編集] ポップアップが開きます。必要な変更をすべて加えます。  

子レコードを保存し、さらに編集できるようにポップアップを開いたままにするには、[保存] をクリック

します。  

子レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

子レコードを削除 

子レコードを削除するには、削除する子レコードにカーソルを合わせます。カーソルを左端にある下矢印

に合わせ、[削除] をクリックします。 
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レコードを削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

PGA を管理 

関係政府機関（PGA）データテーブルを使用するようにシステムが設定されている場合、[PGA を管理] オ

プションが表示されます。各 PGA には個別のタブがあります。PGA レコードを管理するには、詳細ライ

ン品目を選択します。[行番号] 列の左にある下矢印にカーソルを合わせます。[PGA を管理] をクリックし

ます。 
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必要な [PGA] タブをクリックし、以下の適切な項目に情報を入力します。[保存] をクリックして変更を保

存します。PGA データが必要な場合、ユーザーに通知するようにシステムを設定できます。詳細について

は、システム管理者にお問い合わせください。PGA データのタブ、項目、機能の詳細は、「PGA ユーザ

ーガイド」を参照してください。 

 

 

各ライン品目に関連付けられた各エージェントのマップレベル PGA データを確認するには、[行番号] 列

の左側にある下矢印をクリックします。これにより、レコードが展開され、[ライセンス割り当て] タブと 

[PGA] タブが開きます。[PGA] タブを開きます。 

注釈: 企業は、出荷の各詳細レコードに関連付けられた PGA データのレポートを生成できます。 
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詳細レコードをコピー 

詳細レコードをコピーするには、コピーするレコードを選択します。そのレコードの [行番号] 列の左にあ

る下矢印にカーソルを合わせます。オプションメニューが表示されたら、[コピー] をクリックします。 

 

 

確認ポップアップが開き、コピー操作の確認を求められます。  

変更内容を破棄して [詳細] タブに戻るには、[キャンセル] または [X] をクリックします。 

コピーを作成するには、[OK] をクリックします。 

 

 

コピー済み詳細の編集 

この機能は、いくつかの項目だけが異なる情報を持つ、類似した製品の詳細ライン品目をすばやく作成す

るのに便利です。コピーしたレコードに移動し、左側の対応する下矢印にカーソルを合わせます。オプシ

ョンメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。 
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[詳細を編集] ポップアップで必要な変更を行い、保存します。 

注釈: 詳細レコードをコピーすると、その PGA データもコピーされます。 

 

詳細レコードを削除 

1 つの詳細レコードを削除するには、削除するレコードを選択します。そのレコードの [行番号] 列の左に

ある下矢印にカーソルを合わせます。オプションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 

 
 

詳細レコードを削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  
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すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 
 

複数の詳細レコードを削除するには、グリッド内で削除するレコードを選択し、左側の対応するボックス

をオンにします。次に、[選択した行を削除] をクリックします。 

 
 

画面上部には、削除された詳細レコードの数を示すメッセージが表示されます。 

 

 

すべての詳細レコードを削除するには、グリッドの上部にあるボックスをオンにし、[選択した行を削除] 

をクリックします。これにより、出荷のすべての詳細レコードが完全に削除されます。 

 
 

Aluminum Smelt and Cast（アルミニウム製錬および鋳造） 

Proclamation 10522 が発行されており、米国の輸入業者および米国への出荷に新しいアルミニウム製錬および

鋳造要件が課せられています。Entry Summary および CBP ガイダンスに必要な新しいデータについては

CSMS 55438432 に記載しています。この新規報告要件（CSMS 55701614）に貴社の製品が該当するかをこれ

ら 2 つの文書にてご確認ください。 

https://www.federalregister.gov/documents/2023/03/02/2023-04470/adjusting-imports-of-aluminum-into-the-united-states
https://content.govdelivery.com/bulletins/gd/USDHSCBP-34dec60?wgt_ref=USDHSCBP_WIDGET_2
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このためにシステムを設定済みであれば、「Aluminum Smelt and Cast（アルミニウム製錬および鋳造）」アク

ションボタンを使用して米国輸入のアルミニウム報告要件対象の品目を報告することができます。具体的に

は、Primary and Secondary Country of Smelt（製錬一次国および二次国）および Country of Cast（鋳造国）に追

加できます。その後、このデータは当社の USABI 自動入力ソリューションへと送られ、貴社の Entry 

Summary 申請に直接送付されるか、USCBP による代理店申請用に代理店へ送付されるよう設定することも可

能です。  

注記：「System Messages（システムメッセージ）」タブには、アルミニウム報告書にはどの行が必要かを表

示する場合 

があります。 

1. 画面右上の「Aluminum Smelt and Cast（アルミニウム製錬および鋳造）」をクリックしてポップアッ

プを開きます。 

 

 

2. データを適用する入力行のボックスをチェックします。 

 

 

3. カーソルを「Action（アクション）」に重ねて「Aluminum Smelt and Cast Requirements（アルミニウ

ム製錬および 

鋳造要件）」をクリックします。 
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4. 「データを適用します」というポップアップが表示されます。進めるには「OK」をクリックします。 

 

5. 「User Input（ユーザー入力）」ポップアップが表示されます。「Input（入力）」列で、ドロップダウ

ンを使って下記メッセージそれぞれの国を選択します。 
 

重要：[国] ドロップダウンを表示させるには、入力フィールド内を直接クリックします。ドロップダウ

ンが表示されない場合は、入力フィールドをもう一度クリックして有効にしてください。 

 

 

 

6. すべてのフィールドを入力したら、「Save（保存）」をクリックします。 
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入力を保存すると、正常に入力されましたというメッセージが表示され、国がグリッド内に表示されます。 

出荷が Processed（処理済）ステータスになる前に、Aluminum Smelt and Cast Requirements（アルミニウム製錬

および 

鋳造）データを編集できるようになります。Processed（処理済）ステータスの場合、データは読み取り専用で

す。このデータを変更する場合は、「Undo Shipment Processing（出荷処理を取り消す）」をクリックします。 

「Extract（抽出）」ボタンをクリックすると、エクセルの表にある「Aluminum Smelt and Cast Requirements

（アルミニウム製錬および鋳造）」入力行をダウンロードできます。 

 

鉄鋼の溶解・鋳造 

232 条の要件では、該当する鉄鋼および鉄鋼派生製品の米国への輸入について、鉄鋼の溶解・鋳造データ

の報告が義務付けられています。このデータは、通関摘要書の提出時に必要です。これに対応するようシ

ステムを設定済みの場合、[鉄鋼の溶解・鋳造] アクションボタンを使用して、鉄鋼報告要件の対象となる

ライン品目の溶解・鋳造国を申告できます。このデータは、自己申告ソリューションにフィードして通関

摘要書の提出時に直接申告することも、ブローカー経由で米国 CBP に申告するよう設定することも可能

です。 

メモ：[システムメッセージ] タブには、鉄鋼の溶解・鋳造の報告が必要な行が表示される場合がありま

す。続行する前にシステムメッセージを確認してください。 
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鉄鋼の溶解・鋳造データを入力するには、次の手順を実行します。 

1. 画面右上の [鉄鋼の溶解・鋳造] を選択してポップアップを開きます。 

2. データを適用するエントリ行のチェックボックスをオンにします。 

3. [アクション] にカーソルを合わせ、[鉄鋼の溶解・鋳造の要件] をクリックします。 

4. 選択したエントリ行に鉄鋼の溶解・鋳造の要件が適用されることを知らせるポップアップが表示さ

れます。[OK] をクリックし続行します。 

5. [ユーザー入力] ポップアップが表示されます。[入力] 列の入力フィールド内をクリックし、[国] ド

ロップダウンを表示させます。ドロップダウンから該当する溶解・鋳造国を選択します。 

重要：[国] ドロップダウンを表示させるには、入力フィールド内を直接クリックします。ドロップダウン

が表示されない場合は、入力フィールドをもう一度クリックして有効にしてください。 

6. 入力が完了したら [保存] をクリックします。 

7. 保存後、成功を知らせるメッセージが表示され、選択した国がグリッドに表示されます。 

データが保存されると、その行に対応するシステムメッセージは表示されなくなります。報告が必要な行

がまだある場合は、[システムメッセージ] タブに引き続き表示されます。 

重要：出荷のステータスが [処理済み] になるまでは、鉄鋼の溶解・鋳造データを編集できます。ステータ

スが [処理済み] になると、データが読み取り専用として表示されます。このデータを変更する必要がある

場合は、[出荷処理を元に戻す] をクリックしてください。 

 

クラフト飲料現代化税制改革法（CBMA） 

貴社のシステムが CBMA 処理に対応している場合、ポップアップから品目詳細に追加データ要素を適用

できます。 

CBMA 詳細は次のように追加します。 

1. 画面右上の「CBMA」をクリックします。 
2. CBMA 詳細を入力する入力行のボックスをチェックします。 
3. 次の情報に基づき必要なデータを入力します。 

 

 

CBMA報告に必要なデータ要

素 

説明 

Override Class 
（オーバーライドクラス） 

料金分類を特定するACE Code。 

• 016: 蒸留酒 

• 017: ワイン 

• 022: その他（上記以外） 

Calculation Code 
（計算コード） 

CBMA料金率で使用する測定単位を決めるために使用するコード。 

• FSP1: オーバーライド特定率時間報告数量 1 

• FSP2: オーバーライド特定率時間報告数量 2 
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CBMA報告に必要なデータ要

素 

説明 

Override Specific Rate 
（オーバーライド特定率） 

料金計算時に使用するCBMA率。 

Controlled Group Name（管

理グループ名） 

外国製造者が輸入業者に指定した「名前」。 

Foreign Producer Identifier 
（外国製造者識別子） 

外国製造者/指定企業名の外国製造者としての識別コード。 

Foreign Producer Name（外

国製造者名） 

外国製造者/指定企業の名前 

Allocation Quantity 
（割当量） 

アルコールの種類と率に関する外国製造者/指定企業に対する総年

間割当。 

Flavor Content Credit 
Indicator 
（フレーバー含有量インジケ

ーター） 

アルコール飲料が対象の場合、総税額を決定する際に実際の有効税

率を使った際、輸入業者が適格なフレーバー含有量クレジット率を

使用したことを示しています。 

CBMA Rate Designation 
Code 
（CBMA率指定コード） 

TTB製品/トランシェ/率を特定するACEコード。 

TTB Tax Rate (Confirmation) 
（TTB税率確定） 

米ドル（＄）のTTB税率データ要素は選択したTTB製品/トランシェ

/率の確認として使用されます。 

 

注記：CBMA 報告について、「Override AdValorem Rate」と「Override Supplement Rate」は空欄のままとし

ます。 

 

4. 「Apply（適用）」をクリックします。 

 

詳細の並べ替え 

詳細レコードを並べ替えるには、並べ替える列を選択し、列ヘッダーをクリックします。  

1 回クリックすると、昇順で並べ替えられます。  

2 回クリックすると降順で並べ替えられます。  

3 回クリックするとテーブルが元の順序に戻ります。 

アルファベットの値よりも数字の値が優先されます。 
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詳細のフィルタリング 

高度なフィルターオプションを使用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 
 

各列ヘッダーの上のバーに項目が表示されます。それには、フィルターする列を選択し、値を項目に入力

します。値を入力したら、右側のフィルターボタンをクリックします。 

 

 

フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、数値など）によっ

て異なります。 
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複数の列を同時にフィルターして、検索をさらに絞り込むことができます。 

 

 

アシスト 
[アシスト] タブには、特定のライン品目に関連付けられた追加の値が表示されます。この画面に表示され

る項目は、クライアントの要望に応えるために、列ごとに設定可能です。これらの項目に対応するデータ

は、後述の [新規レコードを追加] または [編集] 機能によって挿入されます。[詳細] タブと同様、[アシス

ト] タブにも複数のページにわたって情報を表示するためのナビゲーションツール（スクロールバー、ペ

ージサイズ、ナビゲーション矢印など）があります。 

 

 

アシスト詳細を追加 

アシストを追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。  
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これにより、アシスト詳細項目を含む空白の [編集] ポップアップが開きます。[詳細行] ドロップダウンを

使用して、新しいアシストレコードに関連付ける行番号を選択します。その他の項目を使用して、レコー

ドに必要なその他のデータを入力します。これらの項目は、[アシスト] タブに表示される項目に対応しま

す。 

アシストを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。 

アシストを保存し、ポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 
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アシスト詳細を編集 

アシストを編集するには、編集するレコードを選択します。そのレコードの [製品番号] 列の左にある下矢

印にカーソルを合わせ、[編集] をクリックします。 

 
 

[編集] をクリックすると、[編集] ポップアップが開きます。必要な変更をすべて加えます。  

アシストを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

アシストを保存し、ポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

 

 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 
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必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 

 

 

アシストをコピー  

これは、類似した内容の行をコピー/修正するのに便利な機能です。 

アシストをコピーするには、コピーするレコードを選択します。そのレコードの [製品番号] 列の左にある

下矢印にカーソルを合わせます。オプションメニューが表示されたら、[コピー] をクリックします。 

 
 

確認ポップアップが開き、コピー操作の確認を求められます。  

コピーせずに [アシスト] タブに戻るには、[キャンセル] または [X] をクリックします。  

[OK] をクリックするとコピーが確定し、[アシスト] タブに重複したレコードが作成されます。 

 

 

コピーしたライン品目を開き、このユーザーガイドの「アシスト詳細を編集」セクションの説明に従って

修正します。 
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アシストを削除 

アシストを削除するには、削除するレコードを選択します。そのレコードの [製品番号] 列の左にある下矢

印にカーソルを合わせます。オプションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 

 
 

アシストを削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

アシストの並べ替え 

アシスト詳細レコードを並べ替えるには、並べ替える列を決め、列のヘッダーをクリックします。  

• 1 回クリックすると、昇順で並べ替えられます。  
• 2 回クリックすると降順で並べ替えられます。  
• 3 回クリックするとテーブルが元の順序に戻ります。  

アルファベットの値よりも数字の値が優先されます。 
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アシストをフィルター 

高度なフィルターオプションを使用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

各列ヘッダーの上のバーに項目が表示されます。フィルターする列を選び、項目の右にあるフィルターボ

タンをクリックします。フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英

数字、数値など）によって異なります。[フィルターなし] は選択範囲からフィルターを削除し、[空白] は

データのない項目を呼び出します。 

 

 

複数の列を同時にフィルターして、検索をさらに絞り込むことができます。 
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PO 
[発注] タブには、出荷に関連付けられた発注番号が表示されます。クライアントのニーズに応じて、[注文

番号] の横に他の項目を追加できます。  

同様に、追加された項目は、後述の [新規レコードの追加] または [編集] リンクを使用して管理されます。 

この画面の他のタブと同様、[PO] タブにも、項目の下部にナビゲーション機能があります。画面の左下に

ある矢印を使用すると、ページ間を前後に移動できます。 

ページに表示されるレコードの数は、[ページサイズ:] とそれに付随するドロップダウンを使ってフィルタ

リングすることもできます。画面右下には、すべての PO レコードの概要とページ数が表示されます。  

 

 

POを追加 

新しい PO を追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。  
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[新規レコードを追加] をクリックすると、空白のポップアップが開きます。[PO の検索] 項目に必要事項

を入力します。 

レコードを保存するには [保存] をクリックし、ポップアップを開いたままにするとさらに編集できます。  

[保存して閉じる] をクリックするとレコードが保存され、[発注] タブに戻ります。  

[X] をクリックするとすべての変更が閉じ、[PO] タブに戻ります。 

 

 

PO を編集 

既存の PO レコードを編集するには、編集するレコードを選択し、左側の対応する下矢印にカーソルを合

わせます。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。 

 

 

[編集] をクリックすると、[編集] ポップアップが開き、特定の PO レコードの詳細が表示されます。必要な変更をすべ

て加えます。  
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レコードを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

 

 

PO をコピー  

PO の詳細レコードをコピーするには、コピーするレコードを選択し、左側の対応する下矢印の上にカー

ソルを合わせます。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[コピー] をクリックします。 

 
 

確認ポップアップが開き、コピー操作の確認を求められます。  

コピーせずに [PO] タブに戻るには、[キャンセル] または [X] をクリックします。  

[OK] をクリックするとコピーが確定し、[PO] タブに重複したレコードが作成されます。 
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PO を削除 

PO を削除するには、削除する PO を選択し、左側の対応する下矢印の上にカーソルを合わせます。オプ

ションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 

 
 
 

レコードを削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

PO の並べ替え 

PO を並べ替えるには、並べ替える列を選択し、列ヘッダーをクリックします。1 回クリックすると、昇順

で並べ替えられます。  
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2 回クリックすると降順で並べ替えられます。  

 

 

3 回クリックするとテーブルが元の順序に戻ります。アルファベットの値よりも数字の値が優先されま

す。 

 

 

PO のフィルタリング 

高度なフィルターオプションを使用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

各列ヘッダーの上のバーに項目が表示されます。それには、フィルターする列を選択し、値を項目に入力

します。値を入力したら、右側のフィルターボタンをクリックします。フィルターオプションを選択しま

す。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、数値など）によって異なります。 



ONESOURCE Import Management   110 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

機器 
[機器] タブには、インボイスの出荷に関連する国際輸送手段（コンテナ、カートン、パレットなど）の情

報が表示されます。このタブで使用できる項目は、クライアントのニーズに基づいて設定できます。他の

タブと同様、[機器] タブには、機器関連のレコードをナビゲートするための機能（スクロールバー、ペー

ジサイズなど）があります。 

 
 

機器を追加 

機器を追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。 
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[新規レコードを追加] をクリックすると、空白の [編集] ポップアップが開きます。ポップアップの各項目

に機器に関する情報を入力します。 

レコードを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

注釈: 輸入者は、SOLAS（Safety of Life at Sea） 項目により、海上における人命の安全のための要件を満

たすために必要なデータを記録できます。企業は、実際の総重量確定情報（VGM）、検証方法、報

告される VGM を検証する人物/署名を追跡できます。コンテナの VGM の計算を支援するため、シ

ステムでは風袋重量を個別に入力できます。このデータを入力すると、企業は VGM 証明書を作成

し、運送業者、運送企業、その他のサプライチェーンパートナーと共有できます。 

 

 

[機器を編集] ポップアップの内容はフォームビューに表示されます。システムの設定方法によっては、こ

のタブ上の項目が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  
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そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 

 

 

項目 

項目名の横に赤いアスタリスク（*）が付いている項目は必須項目であり、省略できません。ユーザーが

ライセンスを保存しようとしたときに必須項目が空白の場合、画面上にエラーメッセージが表示されま

す。 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 

 

 

機器レコードを編集 

既存の機器詳細レコードを編集するには、編集するレコードを選択し、対応する下矢印にカーソルを合わ

せます。  
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オプションメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。 

 

 

[編集] をクリックすると、[編集] ポップアップが開きます。必要な変更を加えます。  

レコードを保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

レコードを保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 

注釈: 輸入者は、SOLAS（Safety of Life at Sea） 項目により、海上における人命の安全のための要件を満

たすために必要なデータを記録できます。企業は、実際の総重量確定情報（VGM）、検証方法、報

告される VGM を検証する人物/署名を追跡できます。コンテナの VGM の計算を支援するため、シ

ステムでは風袋重量を個別に入力できます。このデータを入力すると、企業は VGM 証明書を作成

し、運送業者、運送企業、その他のサプライチェーンパートナーと共有できます。 
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[機器] タブは、特定のセキュリティグループだけが編集ポップアップにデータを表示できるように設定で

きます。ユーザーがアクセス権を持つセキュリティグループに属していない場合、以下のメッセージが表

示されます。 

 

 

機器をコピー 

既存の機器レコードをコピーするには、コピーするレコードを選択し、対応する下矢印にカーソルを合わ

せます。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[コピー] をクリックします。 
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確認ポップアップが開き、コピー操作の確認を求められます。  

変更内容を破棄して [機器] タブに戻るには、[キャンセル] または [X] をクリックします。 

コピーを作成するには、[OK] をクリックします。 

 

 

機器を削除 

既存の機器レコードを削除するには、削除するレコードを選択し、対応する下矢印にカーソルを合わせま

す。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 
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レコードを削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 

 

 

機器の並べ替え 

機器レコードを並べ替えるには、並べ替える列を選択し、列ヘッダーをクリックします。1 回クリックす

ると、昇順で並べ替えられます。  

 

 

2 回クリックすると降順で並べ替えられます。  

 

 

3 回クリックするとテーブルが元の順序に戻ります。  



ONESOURCE Import Management   118 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

アルファベットの値よりも数字の値が優先されます。 

機器をフィルター 

高度なフィルターオプションを使用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

各列ヘッダーの上のバーに項目が表示されます。それには、フィルターする列を選択し、値を項目に入力

します。値を入力したら、右側のフィルターボタンをクリックします。フィルターオプションを選択しま

す。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、数値など）によって異なります。 

 

 

複数の列を同時にフィルターして、検索をさらに絞り込むことができます。 
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料金 
[料金] タブには、インボイスに関連する追加の値が含まれますが、ライン品目レベルでは表示されませ

ん。このタブに表示される項目は、クライアントのニーズに合わせて設定できます。このタブには、料金

および手数料レコード間を簡単に移動できるツールもあります。 

 

 

料金を追加 

料金を追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。 

 

 

[新規レコードを追加] をクリックすると、料金のフィールドを含む空白のポップアップが開きます。ドロ

ップダウンメニューから [料金タイプ] を選択し、その他の必須項目に情報を入力します。 

レコードを保存するには [保存] をクリックし、ポップアップを開いたままにするとさらに編集できます。  

[保存して閉じる] をクリックするとレコードが保存され、[料金] タブに戻ります。 

[X] をクリックするとすべての変更が閉じ、[料金] タブに戻ります。 
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通貨換算 

通貨換算機能が有効になっている場合、[料金] タブでデータを入力する際に以下の項目が利用できます。 

 

 

これらの通貨項目は、税関アナリストが特定の料金の通貨と為替レートを入力するために使用できます。

これにより、どの料金が課税対象で、税関やその他のビジネス文書で報告する必要があるのかを容易に判

断できるようになります。 

インボイスの保存と処理の際に、料金額が自動的に変換され、変換後の通貨で表示されます。 

システムの他の部分での通貨換算は、ONESOURCE Global Trade Content で管理されている為替レートを

使用しますが、[料金] タブでの換算はすべてユーザーが手動で入力します。手動搬入では、課税対象であ

るか否かに関わらず、料金タイプの柔軟性がサポートされるため、インボイスの決済時の為替レートに基

づいて正確な換算が必要となる場合があります。この変換は、[検証] ステップで自動的に行われます。 
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料金を編集 

既存の料金を編集するには、編集する料金を選択し、料金の対応する下矢印の上にカーソルを合わせま

す。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[編集] をクリックします。 

 
 

[編集] をクリックすると、料金レコードの現在の情報が項目にあらかじめ入力された状態でポップアップ

が表示されます。必要な変更をすべて加えます。 

料金を保存し、ポップアップを開いたまま編集を続行するには、「保存」をクリックします。  

料金を保存してポップアップを閉じるには、[保存して閉じる] をクリックします。  

保存せずにすべての変更を削除するには、[X] をクリックします。 
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料金をコピー 

既存の料金をコピーするには、コピーするレコードを選択し、料金の対応する矢印にカーソルを合わせま

す。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[コピー] をクリックします。 

 

 

確認ポップアップが開き、コピー操作の確認を求められます。  
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コピーせずに [料金] タブに戻るには、[キャンセル] または [X] をクリックします。  

[OK] をクリックするとコピーが確定し、[料金] タブに重複したレコードが作成されます。 

 

 

料金を削除 

既存の料金を削除するには、削除する料金を選択し、料金の対応する矢印にカーソルを合わせます。  

 

 

オプションメニューが表示されたら、[削除] をクリックします。 

 
 

料金を削除するには、確認ポップアップで [OK] をクリックします。  

すべての削除をキャンセルし、ポップアップを閉じるには、「X」または「キャンセル」をクリックしま

す。 
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料金の並べ替え 

料金/手数料レコードを並べ替えるには、並べ替える列を選択し、列ヘッダーをクリックします。1 回クリ

ックすると、昇順で並べ替えられます。  

 

 

2 回クリックすると降順で並べ替えられます。  

 

 

3 回クリックするとテーブルが元の順序に戻ります。  
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アルファベットの値よりも数字の値が優先されます。 

料金をフィルタリングする 

高度なフィルターオプションを使用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

各列ヘッダーの上のバーに項目が表示されます。それには、フィルターする列を選択し、値を項目に入力

します。値を入力したら、右側のフィルターボタンをクリックします。フィルターオプションを選択しま

す。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、数値など）によって異なります。 

 

 

複数の列を同時にフィルターして、検索をさらに絞り込むことができます。 
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FTA 
[自由貿易協定] タブは、インボイスに関連するすべてのライン品目について、適合レコードや申請されて

いる FTA の原産地証明書を特定します。システムが適合 FTA レコードを含む行を検出すると、[FTA] タブ

に FTA ライン項目が表示され、[依頼された証明書]、[適合製品]、[選択済み証明書]、[入手可能な証明書] 

が折りたたみ可能なセクションに表示されます。 

事前に選択された証明書がない場合は、ONESOURCE の [自由貿易協定管理] モジュールで証明書を要求す

るハイパーリンクが表示されます。 

証明書が依頼されている場合、[ステータス] 列に [送信済み] と表示されます。 

[依頼名] 列の下の証明書名をクリックすると、ONESOURCE 自由貿易協定管理の [証明書の生成] 画面にユ

ーザーがリンクされます。 

注釈: 証明書の依頼プロセスの詳細については、FTA ユーザーガイドを参照してください。 

 

 

関連する証明書を [選択済み証明書] セクションに追加するには、[入手可能な証明書] セクションに移動

し、必要な証明書を見つけて、[追加] をクリックします。 

 

 

このセクションから証明書を削除するには、証明書の前にある [削除] をクリックします。これにより、そ

の証明書は [入手可能な証明書] セクションに戻ります。 
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文書 
[文書] タブには、システムで生成または生成された文書と、指定したユーザーがシステムにアップロード

した文書がすべて表示されます。必要に応じて、[文書] タブを画面から削除したり、特定のグループに対

して非表示にしたりできます。出荷文書は、自動出荷処理の一環として FTP 経由で送信できます。 

 

 

また、このタブには、輸入文書を添付して E メールを外部に送信する機能もあります。ポップアップの右

上にある [E メール送信] をクリックすると、E メールが送信されます。  

 

 

外部文書をアップロードするには、[文書のアップロード] をクリックします。これらの機能については、

以下で詳しく説明します。 
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インボイスが [処理済み] でない場合、テーブル内の文書リンクはグレーで表示されます。[出荷を処理] を

クリックすると、グレーの文書がすべて作成されます。  

出荷処理の前に、適切な文書形式（.pdf、.doc、.xls）を選択します。利用可能な場合、文書に電子署名を

追加します。選択が完了したら、[出荷を処理] をクリックします。 

[出荷を処理] をクリックすると、すべての検証チェックが実行され、インボイスに関連付けられているラ

イセンスと発注の数が減少し、文書が生成され、インボイスのステータスが設定され、インボイス項目が

ロックされ、インボイスが転記または送信に備えて準備されます。  

文書が生成されたら、文書名をクリックすると表示されます。 

出荷の処理を取り消す（変更する）ために、[アーカイブ] タブが表示されます。このタブには、過去に印

刷された文書とその詳細が表示されます。  

これらの文書を表示するには、文書名をクリックします。 
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一部の文書には、生成時に文書に表示されるカスタムロゴが含まれています。最初に印刷した後、ユーザ

ーが文書を再印刷すると、文書に関連付けられたロゴが新しいバージョンの文書に印刷されます。 

 

PDF ファイルを 1 つのレポートにマージ 

個々の文書を開いて印刷する時間を短縮するために、複数の .pdf 文書を 1 つの大きな統合された .pdf 文

書にマージできます。この処理は、出荷が処理された後にのみ実行できます。 

.pdf ファイルをマージするには、マージして印刷する文書を選択し、左端のボックスをチェックします。  

 

 

次に、[PDF をマージ] をクリックします。グリッドの上部にあるチェックボックスをオンにすると、すべ

ての文書が選択されます。 

 

 

新しいブラウザタブが開き、選択したすべての文書がマージされた 1 つの文書が表示されます。この文書

は、単一の複数ページの文書として、印刷、E メール送信、ダウンロードできます。 
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外部文書をアップロード 

ONESOURCE システムの外部から文書をアップロードするには、[文書をアップロード] をクリックしま

す。  

 

 

[新規] をクリックします。[表題] 項目に表題を入力します。必要に応じて、[注釈] テキストボックスに注

釈を入力します。後で再搬入しやすいように表題を保存するには、[後で使用するためにタイトルを保存] 

をクリックします。 

[参照] をクリックして、ローカルコンピュータからアップロードするファイルを検索します。ファイルを

選択したら、[アップロードして追加] をクリックし、文書をインボイスに添付します。 

 

 

文書を置き換えるには、[置き換える] をクリックします。文書のドロップダウン項目から置き換える文書

を選択します。必要に応じて注釈を追加します。[参照] をクリックして、ローカルコンピュータからアッ

プロードするファイルを検索します。ファイルを選択したら、[アップロードして追加] をクリックし、文

書をインボイスに添付します。 
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E メールの送信 

システムから直接 E メールを送信するには、[E メール送信] をクリックします。メッセージが送信される

と、システムに登録されているユーザーのメールアドレスから送信されます。 

 

 

[E メール送信] をクリックすると、[出荷メール] ポップアップが開きます。E メールの [宛先]、[CC]、[件

名]、本文の項目が表示されます。[宛先] 項目と [CC] 項目に受信者のメールアドレスを入力します。件名

と E メールの本文を入力します。 
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E メールに文書を追加するには、[添付ファイル] をクリックします。文書名とファイル形式が表示されま

す。添付する文書を選択し、[送信] をクリックします。  

 

 

E メールを送信すると、受信者のメールアドレスがシステムに保存され、先行入力機能を使用する際に選

択肢として使用できるようになります。メールアドレスを選択するには、メールアドレスにカーソルを合

わせ、[Enter] をクリックします。 

[テンプレートを読み込む] と [コードスニペットを挿入] は、メール機能の注目すべき機能です。[テンプレ

ートを読み込む] では、E メールの本文や [宛先]、[CC]、[件名] を保存するためのテンプレートが表示され

ます。 

 
 

コードスニペット 

[コードスニペットを挿入 ] ドロップダウンからコードスニペットを選択すると、そのコードスニペットが 

E メール本文に挿入されます。E メール送信時には、「@PRODUCTLIST@」の代わりに、関連/検索され

た情報（例: その出荷ごとの製品リスト）が表示されます。 

各項目にすべての情報を入力したら、テンプレートが完成したことを確認し、[保存] をクリックします。

ドロップダウンには、任意の値や値のリスト（例: 出荷した製品）を設定して追加できます。 

 
 

メールログ 

[メールログ] には、[送信者]、[送信日]、[E メール]、[添付文書] の各列が表示されます。E メールには、受

信者の名前と E メールの内容が表示されます。  
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注釈 
[注釈] タブは、 PO やインボイスに注釈を追加する際に使用します。 

テーブルには以下の情報が保存されます。  

• 注釈が作成された日付 
• 注釈に関連するユーザー 
• 注釈のタイプ（例: 無効、規制など） 

他のタブと同様に、[注釈] タブの左下には、注釈のページ間を移動するためのナビゲーション矢印があり

ます。ユーザーは、[ページサイズ] に関連するドロップダウンを使用して、1 ページに表示される個々の

注釈の数を制限します。また、タブの右下には、注釈として保存されているアイテムの概要と注釈のペー

ジ数が表示されます。 
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注釈の追加 

注釈を追加するには、[新規レコードを追加] をクリックします。  

 

 

[新規レコードを追加] をクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開きます。  

注釈のタイプ（情報、規制、または無効）を選択し、下のテキストボックスに注釈を入力します。  

[送信] をクリックして、[注釈] タブに注釈を保存します。  

[注釈] タブに注釈を保存せずにポップアップを閉じるには、[X] をクリックします。 

 

 

注釈を並べ替える 

[注釈] タブでは、表示されているテーブルを並べ替えることもできます。  

注釈を並べ替えるには、並べ替える列を選択し、列ヘッダーをクリックします。1 回クリックすると、昇

順で並べ替えられます。 

 

 

2 回クリックすると降順で並べ替えられます。  
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3 回クリックするとテーブルが元の順序に戻ります。アルファベットの値よりも数字の値が優先されま

す。 

 

 

スプレッドシート 
[スプレッドシート] タブは、スプレッドシートのアップロードと抽出に使用します。このタブとスプレッ

ドシートは、クライアント企業固有のニーズに合わせて設定できます。スプレッドシートを使用して、大

量のデータを抽出またはロードし、内部プロセスを強化し、簡素化できます。 

スプレッドシートをエクスポートするには、[抽出を選択] ドロップダウンをクリックし、スプレッドシー

トの名前を入力します。抽出するスプレッドシートを選択し、[エクスポート] をクリックします。 

 

 

スプレッドシートをアップロードするには、[アップロードを選択] 項目に名前を入力します。[参照] をク

リックして、システムにアップロードするファイルを選択し、[アップロード] をクリックします。 
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ファイル転送 
[ファイル転送] タブは、インボイスデータをサードパーティに電子的に送信するために使用します。過去

に転送したデータの履歴を見ることもできます。第 1 の詳細レベルには、送信の [名前]、ファイルの [形

式]、[転送プロトコル] （ファイルの送信方法）、[最終送信日時] が表示されます。 

 

 

ファイルを送信または転送するには、送信するファイルを選択します。[名前] 列の左にある下向きの矢印

にカーソルを合わせ、[送信] をクリックします。  

 

 

転送の確認を求める確認ポップアップが表示されます。[OK] をクリックして続行するか、[キャンセル] を

クリックして転送を停止します。 
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転送の履歴を表示するには、左端の矢印をクリックします。 

 

 

各送信レコードには、送信日、レコードを送信したユーザー、プロトコル、IP アドレス、ファイルが送信

されたフォルダ（RemoteDirectory）、送信ステータスが表示されます。 

 

 

企業情報管理 
[企業情報管理] 画面には、ONESOURCE Import Management の [当事者] タブの詳細情報が保存されま

す。[企業情報管理] 画面に保存された企業は、さまざまなタイプとして保存できます。それらは、[当事

者] タブの対応するタイプのドロップダウンから参照および取得できます。[企業情報管理] 画面では、以

下の操作を実行できます。 

• 既存の企業の検索 
• 新しい企業の追加 
• 既存の企業の表示 
• 既存の企業の編集 
• 既存の企業の削除 

[企業情報管理] にアクセスするには、ユーザー名ドロップダウンの [保守] メニューオプションの [企業情

報管理] をクリックします。 
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[企業情報管理] 画面を選択すると、保存している企業を表示した、以下のようなグリッドが表示されま

す。この画面からは、企業情報、詳細、当事者を検索、編集、削除、または追加できます。  
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検索 
検索オプションは左上にあります。検索に必要な条件がドロップダウンリストに表示されます。企業 ID、

ユーザー名、企業住所などで検索できます。 

ドロップダウンから検索条件を選択した後、検索する項目または値を入力します。[検索] をクリックする

と、以下のグリッドに結果が表示されます。 

 

 

編集/表示 
企業の情報を編集または表示するには（例: 企業の住所、連絡先）、編集または確認するレコードを選択

し、左端にある対応する 「編集」 リンクをクリックします。選択したら、更新するタブ: [企業情報]、

[ACE エンティティ詳細]、[住所]、または [所属部署/責任者氏名] を選択します。 
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企業情報 
[企業情報] タブには、一般的な企業情報（名称、連邦 ID など） が表示されます。必要に応じて変更しま

す。[保存] をクリックして変更を記録するか、[キャンセル] をクリックして変更を中止します。 

 

 

ACE （Automated Commercial Environment）エンティティの詳

細 
このタブには、[ACE エンティティの役割] と [ACE エンティティの ID] が含まれます。ユーザーは、レコ

ードを [追加] または [削除] して、必要な変更を加えることができます。 

 

 

住所 
このタブには、顧客の住所情報（タイプ、連邦 ID、税関 ID）および取引禁止対象者のスクリーニングの

検索結果が表示されます。 
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企業情報管理でのレコードの編集 
レコードをさらに編集または表示するには、レコードを選択して開きます。一般的な [企業情報管理] グリ

ッドまたは [住所] タブの左端の列にある [編集] をクリックします。選択すると、ポップアップが開きま

す。[企業情報] セクションで必要な変更を行います。[次へ] をクリックして、[ACE 住所情報] セクション

を開きます。 

 

 

[ACE 住所情報] セクションで必要な変更を行います。[完了] をクリックしてレコードを保存するか、[X] 

をクリックして変更を破棄し、[企業情報管理] 画面に戻ります。 
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所属部署/責任者氏名 
このタブには、選択された企業の連絡先情報が表示されます。レコードをさらに編集または表示するに

は、企業または連絡先の左側にある [編集] をクリックします。 

 

 

選択すると、ポップアップが開きます。[企業情報] セクションで必要な変更を行います。[次へ] をクリッ

クして、[ACE 連絡先情報] セクションを開きます。 

注釈: ポップアップの [企業情報] 部分にある DPS 検索フラグ項目は、企業の DPS 検索ステータスを示し

ます。スクリーニングを実行しても、個々の連絡先名は検索されません。 
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[ACE 住所情報] セクションで必要な変更を行います。[完了] をクリックしてレコードを保存するか、[X] 

をクリックして変更を破棄し、[企業情報管理] 画面に戻ります。 
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連絡先レコードを削除 
連絡先レコードを削除するには、削除するレコードを選択し、左にある対応する [削除] リンクをクリック

します。項目が完全に削除されるので、この機能を使用するときには注意してください。 

 

 

連絡先レコードを追加 
新規レコードを手動で追加するには、[新規] または [新規レコードを追加] をクリックします。この操作に

より、新しい企業や企業情報を手動で入力し、保存できます。選択すると、ポップアップが表示され、以

下の項目が表示されます。 

フィールド 説明 

注釈: *が付いた項目は必須項

目なので、必ず入力してく

ださい。 

N/A 

企業 ID* ONESOURCE ソフトウェア全体で企業を参照するために使用される英

数字のコード。各エンティティまたはパートナーに対するクライアン

トの固有の識別子。 

ユーザー名* 法的文書に記される企業の名前。 

企業タイプ ドロップダウンリスト。事業内容（例: ブローカー、運送業者、輸入

者など）を選択します。 

住所 1* 企業の町名と番地。 

住所 2 企業の追加住所情報（スイート番号、私書箱など）。 

住所 3 企業の追加住所情報 

住所 4 企業の追加住所情報 

国 企業が所在している国（ドロップダウンリストから選択）。 

市区町村 企業が所在する市区町村。 

都道府県 企業が所在する都道府県（ドロップダウンリストから選択）。 

郵便番号 企業所在地の郵便番号。 
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[次へ] をクリックして、[ACE エンティティ情報]、[ACE 住所情報]、[ACE 連絡先情報] を追加します。す

べての情報を入力したら、[完了] をクリックして入力内容を保存するか、[X] をクリックして連絡先レコ

ードをキャンセルします。いずれかの操作を行うと、ポップアップが閉じます。ポップアップの上部に赤

色で表示されているメッセージは、システムで新しい企業を作成する際に入力しなければならない必須項

目を示しています。 

 

 

輸入検索 
[輸入検索] 画面は、特定の輸入データのマイニングに使用する強力な検索とレポート作成のツールです。

ユーザーは、任意の数の検索パラメータ（例: 注文番号、インボイス番号、出荷参照番号、製品番号、輸

入国、輸出国など）を作成できます。便利な検索を作成したら、その検索結果を保存したり、エクスポー

トしたり、他のユーザーや第三者と共有したりすることができます。 
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輸入検索の使用 
[輸入検索] 画面は複数のセクションに配置され、各セクションはクエリ作成の異なる目的に使用します。 

輸入検索を実行するには、画面上部の [ソースを選択] ドロップダウンを使用して、検索する輸入データセ

ットを選択します。 

 

 

ソースを選択したら、画面の 2 番目のセクション（[項目を表示]）に移動して、クエリの対象となるデー

タセットを作成します。[ソース列] に表示される項目は、[ソースを選択] フィルターで選択されたソース

によって決まります。[ソース列] には、ソーステーブルで使用可能なすべての項目が表示されます。 
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次に、[ソース列] の下で必要な項目を選択し、それらを [表示列] に移動して、データセットを作成しま

す。これには 2 つの方法があります。 

1 つ目の方法は、[ソース列] 項目をクリックし、[表示列] ボックスにドラッグします。[表示列] ボックスに

項目が表示されたら、カーソルを放します。 

 

 

2 つ目の方法は、[ソース列] をクリックし、右矢印をクリックして [表示列] に移動します。左矢印を使用

すると、項目を [ソース列] に戻すことができます。  

二重の右矢印をクリックすると、すべての項目が [ソース列] から [表示列] に移動し、二重の左矢印をクリ

ックすると、すべての項目が [表示列] から [ソース列] に戻ります。 

 

 

[表示列] の項目の順序を変更するには、項目をクリックしてドラッグするか、前述のように矢印を使用し

ます。また、上下の矢印を使用するか、項目をドラッグすることで、[表示列] 側で選択した項目の順序を

変更することもできます。 
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すべての項目を選択し、並べ替えが完了すると、作成したデータセットが [輸入検索] 画面の [レポート項

目] セクションに表示されます。このセクションは画面の下部にあります。新しく作成されたすべての検

索は、[新規検索] タブに表示されます。これにより、ユーザーはまだ保存されていない新規検索を把握で

きます。検索の保存の詳細については「検索を保存」セクションで説明します。 

 

 

データセットを作成したら、[検索項目] セクションの検索機能を使用して、データセットに含まれる重要

な情報を検索します。  

パラメータを作成するには、[現在の検索条件] セクションの [新しいパラメータを追加] をクリックしま

す。 

 

 

[検索パラメータ]、[比較]、[値] 項目に検索条件を入力します。ドロップダウンで選択できる項目は、デー

タセットの作成時に選択した項目によって決まります。ドロップダウンに表示される項目は、[レポート項

目] セクションのデータセットに含まれる列名と一致します。 

パラメータを設定したら、[挿入] をクリックします。 

 

 

[挿入] を選択すると、入力した検索パラメータに基づいてクエリが実行されます。  
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クエリの結果は下の例のように強調表示されます。 

 

 

その後、上記の手順に従って追加の検索パラメータを追加したり、[検索項目] セクションの [編集] を使用

して既存の検索パラメータを変更したりできます。  

 

 

例:  ユーザーは、[搬入番号] などの新しい項目をデータセットに追加できます。このアクションを実行す

るには、[搬入番号] 項目を [ソース列] から [表示列] に移動します。これで、この項目はデータセットに含

まれるようになり、上記の手順で検索パラメータとして含めることができます。  

 

検索の保存 
[輸入検索] 画面では、将来再利用するために検索条件を保存できます。  

検索を保存するには、画面の [項目を表示] セクションで [検索を保存] をクリックします。  

 

 

[検索を保存] をクリックすると [検索を保存] ポップアップが開きます。[検索名] 項目に検索の名前を入力

します。  
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既存のカテゴリの下に検索を保存するには、[既存のものを使用] をクリックし、右側のドロップダウンか

らカテゴリ名を選択します。  

新しいカテゴリを作成するには、[新規作成] をクリックします。  

検索を他のユーザーと共有するには、[この検索を共有] ドロップダウンで [はい] をクリックします。他の

ユーザーは、[共有] 検索カテゴリの下の検索にアクセスできるようになります。 

保存した検索をより簡単に見つけられるように、検索可能な説明を含めることができます。一度保存する

と、説明のキーワードを使って類似の検索を探したり、保存された検索を見つけたりすることができま

す。 

[検索を保存] をクリックして検索を保存するか、[X] をクリックしてすべての変更を中止します。いずれ

かの操作を行うと、[検索を保存] ポップアップが閉じます。検索を保存すると、「レポート項目」のセク

ションに表示されるタブ名が、新たに保存した検索の名前に変わります。  

保存した検索の検索方法の詳細については、「保存した検索の取得」セクションで説明します。  

 

 

保存した検索の取得 

保存した検索は、[検索を選択] をクリックすると見つかります。  

 

 

[検索を選択] をクリックすると、保存された検索がすべて表示されます。使用可能なタブとしては、ユー

ザーが作成したカテゴリか、使用可能な保存された検索をすべて含む [保存した検索] が挙げられます。 

検索を選択するには、検索の名前をクリックします。 
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保存した検索の編集/コピー 
検索を保存すると、その検索を編集またはコピーして新しい検索の基準として使用できます。 

既存の検索の編集 

既存の検索を編集するには、カテゴリから検索を選択します。検索がロードされたら、[検索を編集] をク

リックします。  

 

 

[検索を編集] をクリックすると、[検索を編集] ポップアップが開き、必要な変更を行うことができます。 

 

 

既存の検索のコピー 

既存の検索をコピーするには、上記の手順を使用して保存済みの検索を選択し、[検索を新規検索にコピ

ー] をクリックします。  
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これにより、保存した検索の複製が作成され、編集して新しい検索を作成できます。 

 

 

新規検索を作成したら、前述の手順に従って検索を作成して保存します。 

 

新規検索の作成 
新しい検索を開始するには、[レポート項目] セクションの [新規検索] タブをクリックします。ここから、

「搬入検索の使用」セクションの説明に従って、新しい検索を作成し、新しい検索パラメータを追加しま

す。 
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抽出機能の使用 
クエリ結果を含む Excel スプレッドシートを作成するには、[抽出] をクリックします。スプレッドシート

は、ダウンロードしてローカルに保存できます。 

 

 

[検索を閉じる] オプションの使用 
[検索を閉じる] オプションを選択すると、[輸入検索] 画面がリセットされ、すべての検索パラメータまた

は選択した保存済み検索が画面から消去されます。この機能を使用すると、いつでも新しい検索を開始で

きます。 
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ツール 
[ツール] メニュー（ユーザー名の右上のドロップダウン）には、以下の項目が含まれます。 

 

 

スプレッドシートのアップロード 
[スプレッドシートのアップロードアップロード] 画面では、既存のデータベースにレコードをロードする

ために使用できる一時ステージングテーブルにデータをインポートできます。ユーザーの実装に応じて、

スプレッドシートのアップロードに関連するプロセスは大きく異なります。  

実装中にスプレッドシートをシステムにアップロードする必要がある場合、実装マネージャーがプロセス

を作成し、ユーザー企業のニーズに合わせて必要な画面を有効にします。 

スプレッドシートをシステムにロードする具体的な手順については、システム管理者にお問い合わせくだ

さい。 
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ファイルロードマネージャー 
概要 
場合によっては、ONESOURCE システムにインポートまたはアップロードされたファイルにエラーが含ま

れることがあります。このような場合には、[インターフェイスファイル検証] 画面を使用して、これらの

ファイルの問題を管理および解決することができます。 

この画面は 2 つのドック（[ファイルのインポートステータス] と [アドホックファイル検証]）に分かれて

おり、詳細については、以下のサブセクションで説明します。ルックアップ画面と同様、ユーザーはドッ

ク名をクリックしてドックを切り替えることができます。 

 
 

この画面は、検証の実行時にメニューまたはリンクとして表示されるように構成できます。 

ヒント 
どちらの画面にもヒントがあり、画面の使用目的に関する簡単な概要を確認できます。このヒントは、画

面名の上にカーソルを置くと表示されます。 
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ファイルのインポートステータス 
[ファイルのインポートステータス] ドックを使用すると、フィールドの内容が大きすぎたり、1 行のフィ

ールド数が正しくなかったりなど、インポート中に発生するファイルの問題を管理できます。 

インポートされたファイルは、さまざまな理由で失敗する可能性があります。たとえば、以下のことが挙

げられます（ただしこれらに限定されません）。 

1. フィールドの値が最大長を超えている（例: 8 文字のフィールドに 10 文字の値が入力されている）可能

性があります。 
2. フィールドの値が間違ったデータタイプである（例: 数字のみのフィールドに英数字が含まれている）

可能性があります。 
3. 行のトークン数が間違っている（例: システムでは [70] と表示されるはずなのに [1] と表示される）場

合があります。 

 

 

システムがリンクを含む設定の場合、ユーザーは以下の例のような E メールを受け取ります。この E メー

ルには、クリーンアップされたエラーメッセージを表示するためのリンクが含まれています。 

 

 

ユーザーが E メールではなくシステムを介して画面にアクセスした場合、以下の例のように [ファイルの

インポートステータス] グリッドに複数のファイルが表示されることがあります。 
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E メールで画面にアクセスすると、メッセージが含まれるファイルとエラーのみがグリッドに表示されま

す。[ファイル名] 列は、デフォルトで事前にフィルタリングされます。 

 

 

ダウンロード 

ファイルを取得してコンピュータに保存するには、グリッドからファイルを選択し、対応する [ダウンロ

ード] ボタンをクリックします。  

注釈: Web アプリケーションの HTTP 要求サイズの関係で、ダウンロードファイルは 250 MB 未満である

必要があります。 

 

 

ダウンロードファイルのサイズが大きすぎる場合は、以下のようなメッセージが表示されます。 
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再アップロード 

ファイルのダウンロードが完了したら、ファイルを開き、エラーを解決するために必要な変更を行い、更

新されたファイルを保存します。ファイルの更新が完了したら、[ファイルのインポートステータス] 画面

に戻り、ファイルの [再アップロード] ボタンをクリックします。 

 

 

[再アップロード] をクリックすると [検索を保存] ポップアップが開きます。[ファイルを選択] ボタンをク

リックし、システムに再アップロードするファイルを選択します。次に、[確認してアップロード] をクリ

ックし、ファイルを読み込みます。  

注釈: Web アプリケーションの HTTP 要求サイズの関係で、再アップロードのファイルは 250 MB 未満で

ある必要があります。 

 

 

ファイルが正常に置き換えられると、以下の検証メッセージが画面に表示されます。 

 

 

検証 

ファイルの読み込みまたは再アップロードに成功したら、ファイルの [検証] ボタンをクリックして、ファ

イルに他のエラーがないか確認します。  

ユーザーは、アドホックにファイルの検証を行うこともできます。そのプロセスの詳細については、この

ユーザーガイドの「アドホックファイル検証」セクションを参照してください。 
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[検証] をクリックすると、ファイルの検証を求めるプロンプトが表示されます。検証がスケジュールされ

たものであるか、アドホックなものであるかにかかわらず、同じチェックが行われます。 

問題のある他の行は、その行の最初のエラーのみが表示されます。ファイルに複数の問題が含まれている

場合、現在のエラーが解決された後、次の検証で問題が特定されます。 

 

 

ファイル内のすべてのエラーが解決され、検証が成功するまで、[ダウンロード] と [再アップロード] の手

順を繰り返します。 
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すべての検証が完了したら、ファイルのインポートを再実行して、修正されたファイルをロードします。

そのファイルがスケジュールされたインポートプロセスの一部として使用されている場合は、次のスケジ

ュールされた間隔でロードされます。他のファイルでコンテンツエラーによりインポートが失敗した場合

は、ファイルのインポートが正常に完了する前に、それらのエラーを解決する必要があります。 

 

 

削除 

ファイルがシステムで不要になった場合（または、ファイルのレビュー中に他のファイルを読み込ませる

場合）、システムから削除するファイルを選択し、対応する [削除] ボタンをクリックします。 
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確認のポップアップが画面に表示されます。[OK] をクリックして削除します。 

 

 

ファイルが正常に削除されると、以下の検証メッセージが画面に表示されます。 

 

 

一度削除したファイルは再アップロードできないため、再度送信する必要があります。削除されたファイ

ルは、ユーザー名と削除されたファイル名がシステムに記録されます。 

 

アドホックファイル検証 
[アドホックファイル検証] ドックを使用して、インポート処理中に発生する可能性のあるファイルの問題

をチェックできます。たとえば、以下のことが挙げられます（ただしこれらに限定されません）。 

1. フィールドの値が最大長を超えている（例: 8 文字のフィールドに 10 文字の値が入力されている）可

能性があります。 

2. フィールドの値が間違ったデータタイプである（例: 数字のみのフィールドに英数字が含まれている）

可能性があります。 

3. 行のトークン数が間違っている（例: システムでは [70] と表示されるはずなのに [1] と表示され

る）場合があります。 

このドックを使用すると、事前にスケジュールした時間ではなく、ユーザーの都合に合わせてファイルを

インポートできます。 

 

 

この画面のヒントには、どのファイルのプレフィックスを検証できるかが表示されます。このリストは、

ユーザーがカーソルを（?）アイコンに合わせると表示されます。 
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ファイルの検証 

ファイルを検証するには、 [ファイルを選択] ボタンをクリックし、検証するファイルをローカルドライブ

から選択します。 

 

 

ファイルを選択すると、その名前が画面に表示されます。[ファイルを検証] ボタンをクリックすると、ア

ドホック検証が続行します。 

 

 

ファイルの検証は、そのファイルがシステムの利用可能なフィルター（ヒントに記載）のいずれかに一致

する場合にのみ行うことができます。ユーザーがこれらのフィルターのいずれにも一致しないファイルを

アップロードしようとすると、以下の検証が画面に表示されます。 

 

 

[ファイルを検証] をクリックすると、ファイルの検証を求めるプロンプトが表示されます。検証がスケジ

ュールされたものであるか、アドホックなものであるかにかかわらず、同じチェックが行われます。  

問題のある他の行は、その行の最初のエラーのみが表示されます。ファイルに複数の問題が含まれている

場合、現在のエラーが解決された後、次の検証で問題が特定されます。 
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識別されたエラー  

 

 

検証が成功しました 
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エラー報告書の生成 

エラーレポートを生成し、自分自身に送信するには、[自分自身にレポートを送信] ボタンをクリックしま

す。 

 

 

エラーレポートを生成し、他のユーザーに送信するには、[他のユーザーにレポートを送信] ボタンをクリ

ックします。  

 

 

すべての宛先をセミコロン（;）で区切って入力し、[レポートを送信] をクリックします。 

 

 


